
６ 高幡地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

高幡地域は、高知県の中西部に位置し、四万十川源流から中流域に至る緑豊かな山々や、

黒潮流れる太平洋に面しており、恵まれた自然環境を生かした林業（森林率 87％）をはじ

め、日本一の生産量を誇るミョウガや次世代施設園芸団地のトマトなどの施設園芸が盛ん

です。また、400 年以上続くカツオの一本釣り漁をはじめ、カツオを取り巻く文化、歴史

など、脈々と受け継がれてきた漁師町としての営みは、SDGs の観点からも注目を集め、時

代の変化に応じて進化を続けています。

一方で、人口減少は著しく進行しており、令和２年の国勢調査では 50,797 人と、前回調

査（平成 27 年）と比較して 9.6％減少、生産年齢人口の割合は、約 47％となっています。

高幡地域の令和３年度の市町村内総生産（名目）は、162,573 百万円であり、平成 27 年

度比較では、約 11.6％減少しています。また、産業別構成比（令和３年度）は、農林水産

業の割合は 7.1％で、平成 27 年度と比較して、1.3％減少しています。
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農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

特化係数※ H27 R3 特化係数※ H27 R3
農業 2.13 2.43 宿泊・飲食 0.81 0.86 
林業 2.72 2.84 情報通信業 0.10 0.09 
水産業 2.54 1.91 金融・保険業 0.50 0.51 
鉱業 0.24 0.41 不動産業 0.90 0.89 
製造業 1.77 1.20 専門 0.45 0.48 
電・ガ・水・廃 1.13 1.34 公務 1.07 1.16 
建設業 1.16 1.14 教育 1.17 1.16 
卸売・小売業 0.78 0.86 保健衛生 0.87 0.97 
運輸・郵便業 1.30 1.43 その他サービス 0.80 0.90 

高知県を比較対象
とした場合

高幡地域
高知県を比較対象

とした場合
高幡地域

※特化係数:高幡地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

産業構造の特徴

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）



農業分野

施設園芸では、さらなる収量増を目指してデータ駆動型農業を進めています。また、担

い手対策として、就農しやすい環境の整備、スマート農業の推進、基盤整備による優良農

地の確保を進めています。

畜産業では、県内産豚肉の７割以上を生産している四万十町のブランドポークや梼原町

産のキジなど、生産から加工、流通販売に至る一貫した取り組みを進めており、雇用の創

出や付加価値の向上につながっています。

林業分野

高幡地域で戦後植林されたスギやヒノキの人工林は、現在その約８割が 50 年を超え、本

格的な利用の時期を迎えています。

そのため、森の工場の拡大による事業地の確保や、高性能林業機械の導入並びに路網整

備等、効率的な施業による原木生産の拡大に取り組むとともに、将来にわたって地域の豊

かな森林資源を循環利用していくため、再造林の取り組みを進めています。

また、木質バイオマス発電施設の整備や木質ペレット工場の拡張など、脱炭素システム

の構築、再生エネルギーの利活用を促進していきます。

水産業分野

生産量の減少、資材や飼料の高騰により、厳しい経営状況が続いていますが、処理能力

と衛生管理を強化した水産加工場の整備により、養殖魚の付加価値の向上や販売強化が図

られ、担い手の確保・育成を行いながら、生産者と連携して地場産業の継続に取り組んで

います。

商工業分野

人口減少等により、商店街や小売業を取り巻く環境は厳しい状況にあり、製造業の産業

構成比も以前に比べて低くなっています。

地域の商業に活力を取り戻すため、空き店舗の有効活用などに取り組むとともに、観光

資源としての視点も加えて中心市街地の活性化に取り組んでいます。また、農林水産物な

どの地域資源を活用した加工品の製造では、加工施設の整備が進み、道の駅などにおける

販売促進、商談会出展等による地産外商の取り組みも進んでいます。

観光分野

全国的にも貴重な地形の四国カルストや、暮らしとともに大切にされてきた清流四万十

川、スケールの大きい太平洋などの豊かな自然やバラエティに富んだ食をはじめ、龍馬脱

藩の道、津野山神楽、漁師町など、歴史的・文化的遺産が多く、魅力的な観光資源に恵ま

れています。高幡５市町の広域観光組織「（一社）奥四万十高知」による効果的な情報発信

や食、自然体験など、観光資源を組み合わせた周遊促進による滞在型観光の推進を図り、

交流人口の拡大と地域経済の活性化を目指して取り組んでいます。



（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、一次産業分野を中心に、デジタル化やグリーン化などを通じて生産体制の

強化に取り組むとともに、地域資源を活用した商品開発や販売拡大など、地産外商の取り

組みを強化していきます。

また、地域地域の魅力ある観光資源を生かした周遊促進及び滞在時間の延長を図り、地

域経済の波及効果を意識した取り組みを進めます。

併せて、県と市町が連携し、各産業分野で取り組む中長期の施策と連動しながら、移住・

定住の促進や、担い手の確保・育成に取り組んでいきます。

農業分野

四万十町では、栗や芋など四万十川流域の資源を活かし、生産者と加工事業者の連携に

よる６次産業化の取り組みを拡大しています。さらに、担い手育成を含め、中山間地域の

持続可能な農業として、所得の向上と雇用の創出を図ります。

また、有機栽培を行う生産者と流通販売者との連携による地産外商や、特色ある商品づ

くりの取り組みも始まっています。

畜産関係では、四万十ポークや梼原町産キジのブランド化に向けて、安定的な生産体制

の確保や販売拡大に取り組んでいきます。

林業分野

梼原町では、林業を核に、次世代に引き継ぐより良い環境づくりと経済の循環といった

幅広い視点で、森林資源の活用や付加価値の創造に取り組み、町有林の伐採から再造林、

再生可能エネルギーの地産地消化を図るとともに、持続可能な経営に向けて、担い手の育

成や環境先進企業との協働、林業経営のイノベーションを図る取り組みを進めていきます。

水産業分野

須崎市産の養殖マダイ等は、加工施設の整備・拡張によって、生産体制の強化と加工品

のラインナップを増やす等、販路開拓や販売拡大の取り組みを進めています。

梼原町のアメゴは、養殖のデジタル化に取り組み、生産の省力化、効率化を図るととも

に商品開発や販路開拓を進めています。

商工業分野

中土佐町のカツオ、津野茶や四万十ポーク、梼原町産のキジや桜など、各地域の特色あ

る資源を活用した商品の開発や加工場の整備、販路開拓などの取り組みを一層強化します。

また、各市町の道の駅を核とした外商活動を強化するとともに、中心市街地の活性化な

ど、賑わいづくりにも取り組んでいきます。

観光分野

豊かな自然や食、魅力的な歴史・文化を存分に味わっていただけるよう、情報発信や受

入態勢の強化、インバウンド対応の充実などを図ることにより高幡地域の魅力づくりを進

めていきます。



また、（一社）奥四万十高知を中心に奥四万十ブランドの確立に向け、市町や関係機関と

連携しながら周遊ツアーの造成、旅行会社へのセールス活動などに取り組み、交流人口の

拡大や滞在時間の延長、観光消費額の増加を目指します。



（３）　具体的な取り組み

分
野

№

須
崎
市

中
土
佐
町

梼
原
町

津
野
町

四
万
十
町

1 梼原町産キジ肉の販売拡大プロジェクト ●

2 四万十流域資源のブランド力を活かした地域の活性化 ●

3 四万十町畑作振興プロジェクト ●

4 四万十ポークのブランド化の推進 ●

林 5 梼原100年の森林・人づくりプロジェクト　～森と水の文化を紡ぐ～ ●

6 須崎市産養殖マダイ等の販路拡大 ●

7 ゆすはらアメゴの生産・販売促進 ●

8 「鰹乃國水産」ブランドの創出・販売促進 ●

9 道の駅なかとさSEAプロジェクト ●

10 梼原町地産地消・外商の促進 ●

11 梼原町産の桜を活用した加工品等の生産・販売拡大 ●

12 津野町地産地消・外商推進プロジェクト ●

13 道の駅「あぐり窪川」の機能強化と地域の活性化 ●

14 四万十町生姜生産農家と連携した集出荷体制の整備と販売拡大 ●

15 高幡地域における広域観光の推進 ● ● ● ● ●

16 須崎市海のまちプロジェクト ●

17 浦ノ内マリンパークにおける交流人口の拡大による地域の活性化 ●

18 スケートパークを核とした地域の活性化 ●

19 カツオを起点とした持続可能な観光を主軸とする地域産業の振興 ●

20 梼原町の体験型・滞在型観光の推進 ●

21 津野町まるごと体感！観光推進プロジェクト ●

22 わざわざいこう「海洋堂ホビー館四万十」を核としたミュージアムのまちづくり ●

23 ～しまんとがわのまんなか～四万十町観光交流促進事業 ●

24 ●

項目

四万十町観光交流拠点施設の整備

農

水

商
工

観
光
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  24
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　1、5、7、10、11、15、20

【高幡地域】
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域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
1
梼
原
町
産
キ
ジ
肉
の
販
売
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)四
万
川
、梼
原
町

販
売
額

1,
16
0
万
円

（
R4
)

2,
65
5.
4

万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
25
.9
月

事
業
概
要

梼
原
町
で
生
産
さ
れ
て
い
る
キ
ジ
肉
の
加
工
品
に
つ
い
て
、安

定
的
な
生
産
体
制
を
確

保
す
る
とと
も
に
町
内
飲
食
店
で
の
消
費
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、梼
原
町
の
特
産
品
とし

て
県
内
外
の
飲
食
店
や
個
人
へ
の
販
売
拡
大
、他
産
地
と連
携
し
た
高
知
県
産
キ
ジ
肉
と

し
て
の
認
知
度
向
上
の
取
り組
み
を
行
う。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
確
立
と
生

産
羽
数
の
向
上

・熟
成
用
恒
温
高
湿
庫
・冷
凍
庫
の
導
入
（
H2
7）
→
産
振
補
助
金
を活
用

・加
工
施
設
の
新
設
、加
工
用
機
械
の
導
入
（
R4
）
→
産
振
補
助
金
を
活
用

・鶏
舎
の
新
設
（
R4
）
→
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
を
活
用

・ふ
化
率
の
向
上
を
目
指
し、
貯
卵
庫
の
導
入
（
R5
）

・新
た
な
生
産
者
へ
の
研
修
（
R5
～
）

・複
合
経
営
プ
ラン
の
作
成
、県
外
移
住
フェ
ア
で
の
周
知
活
動
に
よ
る
新
規
生

産
者
の
確
保

[成
果
]

・第
38
回
地
場
産
業
大
賞

奨
励
賞
受
賞

・第
11
回
デ
ィス
カバ
ー
農
山

漁
村
の
宝
奨
励
賞
受
賞

・生
産
羽
数
の
増
加

R3
：
1,
84
7
羽

→
R5
：
2,
35
0
羽

・新
商
品
の
開
発

R5
：
1
件

・新
規
取
引
件
数

R2
：
1
件

→
R6
：
2
件

・鶏
舎
の
数

R3
：
１
棟

→
R5
：
3
棟

[課
題
]

・安
定
的
な
生
産
体
制
の
確

保 ・新
商
品
開
発
及
び
販
路
開

拓 ・営
業
力
の
強
化

・認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上

生
産
体
制
の
確
立
と生
産
羽
数
の
向
上
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)四
万
川

・新
規
生
産
者
の
確
保
、育
成

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

・ふ
化
率
向
上
の
た
め
他
産
地
と連
携
した
生
産
体
制
の
強
化

・デ
ジ
タル
技
術
、設
備
の
導
入
な
ど生
産
羽
数
の
増
加

・家
畜
保
健
所
か
らの
指
導
に
基
づ
い
た
感
染
症
対
策

□
県
（
地
域
本
部
、家
畜
保
健
衛
生
所
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
共
有
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

・ふ
化
率
向
上
、感
染
症
対
策
に
か
か
る
指
導
、情
報
提
供

販
路
の
開
拓
・拡
大

・収
支
計
画
を
含
む
事
業
計
画
の
策
定
（
R3
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用

・販
売
戦
略
、新
商
品
開
発
の
検
討
（
R4
）
→
中
山
間
アド
バ
イザ
ー
を活
用

・（
一
財
）
高
知
県
地
産
外
商
公
社
との
連
携
に
よる
営
業
活
動
（
R4
）

・（
一
財
）
高
知
県
地
産
外
商
公
社
主
催
の
商
談
会
に
出
展
（
R6
）

販
路
の
開
拓
・拡
大

■
(株
)四
万
川

・県
外
飲
食
店
との
取
引
強
化
に
向
け
た
、（
一
社
）
高
知
県
地
産
外
商
公
社
と連
携

した
営
業
活
動

・県
外
商
談
会
等
へ
の
出
展
と商
品
の
ブラ
ッシ
ュア
ップ

・見
本
市
、高
級
飲
食
店
、高
級
旅
館
な
ど県
外
市
場
へ
の
販
路
開
拓

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
を
活
用
した
新
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
共
有
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
伴
走
支
援

キ
ジ
肉
消
費
向
上

・い
の
町
本
川
地
区
と合
同
で
「土
佐
の
きじ
祭
り」
を
開
催
（
R2
～
）

・高
知
市
内
で
開
催
す
る
「ゆ
す
は
らフ
ェア
」へ
の
出
店
（
R4
～
）

・「
ゆ
す
は
ら
グ
ル
メ
ウ
ィー
ク
」に
て
、県
外
有
名
シ
ェフ
に
よ
る
メ
ニ
ュー
開
発

（
R4
）

・パ
ンフ
レ
ット
、ユ
ニホ
ー
ム
な
どの
販
促
資
材
の
製
作
（
R4
）

・E
C
サ
イト
の
リニ
ュー
アル
（
R5
）

キ
ジ
肉
認
知
度
向
上
・消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)四
万
川

・い
の
町
本
川
地
区
と連
携
した
「土
佐
の
き
じ祭
り」
の
開
催

・愛
媛
県
鬼
北
町
、い
の
町
本
川
地
区
との
連
携
の
検
討

・地
元
梼
原
高
校
との
連
携

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
共
有
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

衛
生
管
理
、感
染
症
対
策
に
か
か
る
指
導

県
外
へ
の
営
業
活
動

新
商
品
の
開
発

販
売
・P
R

「土
佐
の
き
じ祭
り」
開
催

３
者
連
携
に
よ
る
取
り組
み
と関
係
強
化

新
規
生
産
者
の
確
保
と育
成

ふ
化
率
向
上
に
向
け
た
現
状
把
握
と対
策

（
ふ
化
機
導
入
等
）

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

商
品
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

出
前
授
業
、生
産
現
場
の
見
学
・体
験

な
ど梼
原
高
校
との
連
携



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
２

四
万
十
流
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド力
を
活
か
した
地
域
の
活
性
化

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
の
栗
再
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト
推
進
協
議
会
、◎
(株
)四
万
十
ドラ
マ
、四
万
十
町

（
1）
JA
栗
集
荷
量

（
大
正
、十
和
、西
土
佐
）

26
.6
t

（
R4
）

18
.1
t

30
t

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
22
.4
月

（
2）
芋
生
産
量

（
四
万
十
の
芋
プ
ロジ
ェク
ト協
議
会
）

44
t

（
R4
）

43
.5
t

70
t

事
業
概
要

四
万
十
川
流
域
の
資
源
を活
か
して
流
域
の
生
産
者
と加
工
事
業
者
が
連
携
して
、6
次
産
業

化
の
取
り組
み
を
拡
大
す
る
こと
で
、農
業
者
の
所
得
向
上
と雇
用
の
創
出
を
図
り、
中
山
間
地
域

の
活
性
化
を目
指
す
。

（
3）
(株
)四
万
十
ドラ
マ

新
規
雇
用
者
数

ー
2
人

10
人

（
R6
～
9
累
計
）

（
4）
(株
)四
万
十
ドラ
マ

加
工
品
販
売
額

3.
4
億
円

（
R4
）

5
億
円

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
量
の
増
大

・苗
木
の
補
助
な
どに
より
、栗
の
新
改
植
を
推
進
（
H2
2～
）

・担
い
手
とし
て
「し
ま
ん
と新
一
次
産
業
(株
)」
設
立
（
H2
4）

・栗
技
術
チ
ー
ム
会
で
の
低
樹
高
化
に
向
け
た
せ
ん
定
技
術
の
普
及
、特
選
栗

認
定
の
推
進
（
H2
4～
）

・人
参
芋
の
栽
培
を
推
進
す
る
「四
万
十
の
芋
プ
ロ
ジ
ェク
ト
協
議
会
」を
設
立

（
R3
）

・茶
の
オ
ー
ガ
ニッ
ク化
を目
指
した
産
地
づ
くり
（
Ｒ
5～
６
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・四
万
十
ド
ラマ
雇
用
者

数
（
加
工
部
）

Ｈ
30
：
8
人

→
Ｒ
5：
20
人

・新
商
品
開
発

R３
：
８
品

R４
：
２
品

R５
：
3
品

・加
工
品
売
上

Ｈ
30
：
9,
90
0
万
円

→
Ｒ
5：
3.
9
億
円

[課
題
]

・高
齢
化
等
に
よ
る
生
産

量
の
減
少

・新
商
品
の
開
発
とブ
ラン

ド
化
に
よ
る
販
路
の
拡
大

生
産
の
強
化

■
(株
)四
万
十
ドラ
マ

・し
ま
ん
と流
域
農
業
or
ga
ni
c
プロ
ジ
ェク
トの
推
進
（
地
域
の
農
業
法
人
との
連
携

に
よ
る
栗
・芋
等
の
栽
培
拡
大
）

・し
ま
ん
と地
栗
植
樹
プ
ロジ
ェク
ト（
農
業
部
門
の
立
ち
上
げ
）

□
県
（
高
南
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・栗
：
剪
定
講
習
会
、目
慣
らし
会
開
催
支
援

・芋
：
病
害
虫
対
策
の
周
知
、有
機
農
業
に
関
す
る
情
報
提
供

人
材
育
成

・農
山
漁
村
振
興
交
付
金
を
活
用
した
研
修
プロ
グ
ラム
開
発
、研
修
プ
ログ
ラム

モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施

地
域
外
との
交
流
促
進

■
(株
)四
万
十
ドラ
マ

・四
万
十
の
人
々
の
日
々
の
営
み
か
ら学
ぶ
『し
ま
ん
と分
校
』(
R7
開
校
)と
連
携
した

研
修
プロ
グ
ラム
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・研
修
プ
ロ
グ
ラム
の
実
施
、運
営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
提
案

施
設
機
械
整
備
と
ブ

ラ
ン
ド
化

・(
株
)四
万
十
ド
ラマ
が
カ
フェ
を
併
設
し
た
加
工
場
「お
ち
ゃく
りカ
フェ
」を

整
備
（
H
25
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・し
ま
ん
と新
一
次
産
業
(株
)ペ
ー
ス
ト
工
場
が
完
成
（
H
29
）

→
産
地
パ
ワ
ー
ア
ップ
事
業
の
活
用

・し
ま
ん
と新
一
次
産
業
(株
)に
高
品
質
ペ
ー
ス
ト
機
械
導
入
（
R
元
）

→
次
世
代
型
ハ
ウ
ス
・農
業
クラ
ス
ター
促
進
事
業
の
活
用

・(
株
)四
万
十
ド
ラマ
新
工
場
へ
の
加
工
機
械
整
備
（
R３
）

→
R2
（
R3
繰
越
）
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推

進
特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・商
品
増
産
体
制
の
整
備
、営

業
体
制
の
強
化
（
Ｒ
4～
5）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・直
営
販
売
店
（
高
知
市
）
の
オ
ー
プン
（
R６
.３
）

加
工
流
通
・販
売
拡
大

■
(株
)四
万
十
ドラ
マ

・生
産
拡
大
に
向
け
た
施
設
整
備
や
設
備
の
検
討
（
貯
蔵
庫
、冷
凍
庫
、農
作
物
流

通
セ
ンタ
ー
等
）

・生
産
性
の
向
上
(効
率
的
な
生
産
に
向
け
た
機
械
導
入
の
検
討
）

・営
業
体
制
の
強
化
(商
品
提
案
の
磨
き上
げ
や
ア
プロ
ー
チ
方
法
の
分
析
)

・自
社
EC
販
売
強
化
（
EC
サ
イト
の
改
良
）

・地
域
資
源
を
活
か
した
新
商
品
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

･産
振
補
助
金
の
紹
介
、研
修
会
や
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ

の
橋
渡
し

農
業
法
人
との
連
携
に
よ
る
栽
培
拡
大

農
業

部
門
立
ち

上
げ

開
校

準
備

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、

地
域
外
との
交
流

生
産
体
制
の
拡
大
・検
討

施
設

整
備

営
業
体
制
の
強
化
、P
D
CA

ブ
ラ
ン
ド力

U
P
に
向
け
た
商
品
展
開
・開
発



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
3
四
万
十
町
畑
作
振
興
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
野
菜
(同
)、
(株
)ハ
マ
ヤ

(1
)四
万
十
野
菜
(同
)売
上

高
1.
28
億
円

（
R5
）

1.
36
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

(2
)四
万
十
野
菜
(同
)加
工

品
売
上
高

79
千
円

（
R5
）

1,
09
5
千
円

事
業
概
要

有
機
栽
培
や
特
別
栽
培
等
の
野
菜
・米
を
栽
培
す
る
農
業
者
と連
携
して
、外
商
活
動
等
を強

化
し野
菜
の
産
地
化
を
進
め
る
。ま
た
、地
域
の
食
材
を
使
用
した
加
工
品
の
製
造
・販
売
に
よ
り

地
域
の
農
業
者
の
所
得
向
上
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

農
業
者
連
携
の
拡
大
・

強
化

・「
四
万
十
有
機
部
会
」を
中
心
とし
た
勉
強
会
の
実
施
（
H2
8～
30
）

・県
外
卸
売
業
者
の
招
へ
い
（
継
続
）

・地
域
野
菜
ブ
ラン
ドと
して
「し
ま
ん
と畑
」を
旗
揚
げ
（
H2
9～
）

・サ
トイ
モ
、シ
ョウ
ガ
の
出
荷
調
整
機
械
の
導
入
（
H3
0）

・J
-G
AP
認
証
の
取
得
（
R２
～
R5
）

・四
万
十
町
で
の
就
農
希
望
者
の
雇
用
（
R2
～
）

・現
地
検
討
会
「有
機
生
姜
圃
場
クリ
ニッ
ク」
の
実
施
（
R2
∼
）

・有
機
JA
S
認
証
の
取
得
（
R3
～
）

・有
機
水
稲
の
試
験
栽
培
（
R5
～
）

[成
果
]

・四
万
十
野
菜
(同
)へ
の
出

荷
者
の
増
加

H2
8：
4
名
→
R5
：
26

名 ・新
商
品
の
開
発

R2
～
R5
：
13
品

[課
題
]

・有
機
農
業
や
特
別
栽
培
を

目
指
す
人
材
の
確
保

・需
要
に
応
じ
た
生
産
力
の

強
化

・野
菜
・米
及
び
加
工
品
の

販
路
開
拓

農
業
者
連
携
の
拡
大
・強
化

■
四
万
十
野
菜
(同
)

・栽
培
技
術
現
地
検
討
会
（
圃
場
クリ
ニッ
ク）
・勉
強
会
の
実
施
、新
規
有
機
農
業

者
との
連
携
、就
農
希
望
者
の
研
修
受
入
れ

・有
機
栽
培
に
お
け
る
水
稲
と野
菜
に
よ
る
輪
作
の
実
践
、有
機
米
専
用
施
設
・機
械

導
入
の
検
討

□
県
（
高
南
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・栽
培
技
術
検
討
会
の
開
催
支
援
、栽
培
技
術
指
導
、実
証
ほ
の
設
置

・有
機
農
業
及
び
研
修
生
受
入
れ
・独
立
等
に
関
す
る
情
報
提
供

連
携
強
化
に
伴
う卸
事
業
の
拡
大

■
四
万
十
野
菜
(同
)、
(株
)ハ
マヤ

・有
機
農
産
物
等
に
か
か
る
外
商
活
動
の
強
化
、輸
送
シ
ス
テ
ム
の
検
討

□
県
（
高
南
農
業
改
良
普
及
所
、地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

6
次
産
業
化
の
推
進

・シ
ョウ
ガ
等
を使
用
した
新
商
品
開
発
（
R2
）

→
6
次
産
業
化
セ
ミナ
ー
（
実
践
コー
ス
）
の
活
用

・加
工
事
業
の
事
業
戦
略
・経
営
計
画
策
定
→
産
振
補
助
金
の
活
用
(R
3)

・加
工
商
品
の
磨
き
上
げ
（
R3
）

→
6
次
産
業
化
セ
ミナ
ー
（
ア
ップ
グ
レ
ー
ドコ
ー
ス
）
の
活
用

・商
品
化
の
取
り組
み
（
R3
～
R4
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・県
版
HA
CC
P
認
証
取
得
に
向
け
た
研
修
参
加
（
R3
～
）

・加
工
施
設
の
整
備
（
R4
）

→
新
事
業
チ
ャレ
ンジ
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・農
林
水
産
省
六
次
産
業
化
・地
産
地
消
法
に
基
づ
く総
合
化
事
業
計
画
の

認
定
（
R4
～
）

・農
山
漁
村
発
イ
ノベ
ー
シ
ョン
推
進
事
業
に
よ
る
専
門
家
派
遣
事
業
の
活
用

（
R5
～
）

・機
能
性
食
品
表
示
取
得
の
検
討
（
R6
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

加
工
商
品
の
販
売
拡
大

■
四
万
十
野
菜
(同
)

・商
談
会
等
へ
の
参
加
に
よ
る
販
売
拡
大

・輸
出
を
視
野
に
入
れ
た
体
制
整
備
（
食
品
安
全
規
格
（
JF
S-
C）
の
取
得
等
）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

加
工
商
品
の
拡
充

■
四
万
十
野
菜
(同
)

・マ
ー
ケ
ット
イン
に
よ
る
新
商
品
開
発
と既
存
商
品
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
活
用
の
提
案
、各
種
支
援
制
度
の

情
報
提
供

現
地
検
討
会
・勉
強
会
の
開
催

水
稲

試
験

栽
培

有
機
農
業
者
連
携
に
よ
る

生
産
・販
売

有
機
農
産
物
等
の
外
商
活
動

営
業
活
動
の
強
化

JF
S‐
B

取
得

JF
S‐
C

取
得

新
商
品
の
開
発
と磨
き
上
げ



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
4
四
万
十
ポ
ー
ク
の
ブ
ラ
ン
ド化
の
推
進

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
ポ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
、
(農
)平
野
協
同
畜
産
、
(有
)渡
辺
畜
産
、

(株
)山
中
畜
産
、(
農
)四
国
デ
ュロ
ック
ファ
ー
ム

（
1）
四
万
十
ポ
ー
ク

売
上
高
※
1

10
.4
億
円

（
R4
）

15
.2
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
7.
4
月

（
2）
年
間
出
荷
頭
数

[う
ち
(株
)山
中
畜
産
の

年
間
出
荷
頭
数
]

25
,3
32
頭

[1
,7
83
頭
]

（
R4
）

38
,6
96
頭

[4
,5
14
頭
]

事
業
概
要

安
心
・安
全
な
豚
肉
を
安
定
的
に
消
費
者
に
提
供
で
き
る
体
制
の
も
と、
関
係
機
関
が
連
携
し

て
一
体
的
な
取
り組
み
を
進
め
、四
万
十
町
産
豚
肉
の
ブ
ラン
ド価
値
と収
益
性
の
向
上
を
目
指

す
。

（
3）
四
万
十
ポ
ー
ク取
扱

店
舗
数
※
2

2
軒

（
R4
）

40
軒

（
R6
～
9
累
計
）

※
1
JA
高
知
県
の
取
扱
高

※
2
取
扱
店
の
うち
、P
R
に
協
力
い
た
だ
く店
舗
数

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ブ
ラ
ン
ド化
の
推
進

・四
万
十
ポ
ー
クブ
ラン
ド推
進
協
議
会
設
立
（
H2
6）

・四
万
十
町
養
豚
クラ
ス
ター
計
画
とブ
ラン
ド化
の
方
針
を
策
定
（
H2
6）

・ブ
ラン
ド化
に
向
け
た
関
係
者
の
ワ
ー
クシ
ョッ
プ（
R
元
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・四
万
十
ポ
ー
クの
ロゴ
マ
ー
ク決
定
（
R2
）

・外
商
専
用
ウェ
ブ
サ
イト
の
開
設
及
び
販
促
ツー
ル
の
作
成
（
R3
）

・パ
ンフ
レ
ット
作
成
、地
域
イベ
ント
へ
の
出
店
（
R5
）

[成
果
]

・(
農
)四
国
デ
ュロ
ック
ファ
ー

ム
加
工
品
売
上
高

H3
0
：
9,
20
2
万
円
→

R5
：
1.
8
億
円

・雇
用
の
創
出

加
工
直
販
所
（
(農
)四
国

デ
ュロ
ック
ファ
ー
ム
）

H2
7：
1
人
→
R5
：
9
人

養
豚
農
家
（
(農
)平
野
協

同
畜
産
）

H2
7：
0
人
→
R5
：
1
人

[課
題
]

・四
万
十
ポ
ー
ク
の
認
知
度

向
上

・伝
染
性
疾
病
の
低
減

四
万
十
ポ
ー
ク
の
PR

■
四
万
十
ポ
ー
クブ
ラン
ド推
進
協
議
会

・イ
ベ
ント
参
加
や
PR
キ
ャン
ペ
ー
ン等
に
よる
四
万
十
ポ
ー
クの
認
知
度
の
向
上

□
県
（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
、地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
との
橋
渡
し

地
域
団
体
商
標
の
取
得

■
四
万
十
ポ
ー
クブ
ラン
ド推
進
協
議
会

・地
域
団
体
商
標
取
得
に
向
け
た
体
制
等
の
検
討
及
び
課
題
整
理

□
県
（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
、地
域
本
部
等
）

・ブ
ラン
ド化
促
進
の
た
め
の
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制

度
の
情
報
提
供

商
品
開
発
と販
路
開
拓

・(
農
)四
国
デ
ュ
ロ
ック
フ
ァー
ム
直
営
の
加
工
所
及
び
直
販
所
を
整
備

（
H
27
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・(
農
)平
野
協
同
畜
産
直
営
の
加
工
所
及
び
直
販
所
を
整
備
（
R4
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・(
農
)平
野
協
同
畜
産
に
よる
新
商
品
開
発
（
R５
）

→
商
品
づ
くり
ワ
ー
キ
ン
グ
（
食
の
プ
ラッ
ト
フォ
ー
ム
）
の
活
用

商
品
開
発
と販
路
開
拓

■
四
万
十
ポ
ー
クブ
ラン
ド推
進
協
議
会

・新
商
品
の
開
発
、催
事
・商
談
会
等
へ
の
参
加
に
よる
販
路
拡
大

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・新
商
品
開
発
に
向
け
た
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度

の
情
報
提
供

生
産
基
盤
の
強
化

・(
農
)平
野
協
同
畜
産
の
豚
舎
を
整
備
（
H
28
～
29
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

高
知
県
初
の
農
場
HA
CC
P
推
進
農
場
に
認
定
（
H2
8）

四
国
初
の
養
豚
農
場
HA
CC
P
認
証
取
得
（
R
元
）

・(
農
)四
国
デ
ュロ
ック
ファ
ー
ム
の
豚
舎
を
整
備
（
R3
～
4）

→
大
規
模
畜
産
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
（
県
）
、畜

産
・酪
農

収
益
力
強
化
総
合
対
策
基
金
等
事
業
補
助
金
（
国
）
の
活
用

・(
有
)渡
辺
畜
産
の
豚
舎
を
整
備
（
R4
～
5）

→
大
規
模
畜
産
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
（
県
）
、畜

産
・酪
農

収
益
力
強
化
総
合
対
策
基
金
等
事
業
補
助
金
（
国
）
の
活
用

生
産
基
盤
の
強
化

■
(株
)山
中
畜
産

・豚
舎
整
備

□
県
（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
等
）

・防
疫
衛
生
に
関
す
る
アド
バ
イス
、各
種
補
助
事
業
の
紹
介

四
万
十
ポ
ー
ク
の
PR
活
動

勉
強
会
開
催
等
に

よ
る
課
題
整
理

取
得
に
向
け
た

取
り組
み

商
品
開
発
と販
路
開
拓

施
設

整
備

新
施
設
で
の

飼
育

【用
語
】
・農
場
HA
CC
P：
農
場
の
衛
生
管
理
を向
上
させ
る
た
め
、農
場
に
HA
CC
P
の
考
え
方
を取
り入
れ
、危
害
要
因
を防
止
す
るた
め
の
管
理
ポ
イン

トを
設
定
、継
続
的
に
監
視
・記
録
を行
うこ
とで
、農
場
段
階
で
危
害
要
因
をコ
ント
ロー
ル
す
る手
法
の
こと
。畜
産
分
野
に
お
い
て
は
、家
畜
の
疾
病
等
の
要

因
分
析
を
行
い
、排
除
また
は
管
理
す
る方
策
の
構
築
、家
畜
の
健
康
維
持
の
確
保
、家
畜
、畜
産
物
の
安
全
性
の
確
保
と生
産
性
の
向
上
を可
能
とす
る
。



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

林
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
5
梼
原
10
0
年
の
森
林
・人
づ
くり
プ
ロ
ジ
ェク
ト
～
森
と水
の
文
化
を
紡
ぐ～

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
梼
原
町
、梼

原
町
森
林
組
合
、ゆ
す
は
ら
ペ
レ
ット
(株
)、
ゆ
す
は
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
(株
)、

(株
)K
IR
ec
ub

(1
)林
業
の
新
規
就
業
者
数

６
人

(R
4)

16
人

（
R6
～
9
累
計
）

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)町
実
施
の
再
造
林
面
積

2.
08
ha

(R
4)

30
ha

事
業
概
要

梼
原
町
の
根
幹
をな
す
『森
林
と水
の
文
化
』は
、森
林
と水
に
よっ
て
形
成
され
て
きた
「産
業
の

発
展
」と
、森
林
と水
に
留
意
しな
が
らす
す
め
られ
る
「自
然
環
境
の
保
全
」・
「生
活
環
境
の
整

備
」、
心
豊
か
な
町
民
の
生
活
の
中
か
ら生
まれ
る
「人
・食
・自
然
・伝
統
・文
化
」で
あ
る
。

この
伝
統
を
将
来
に
わ
た
って
生
か
しな
が
ら、
新
た
な
『森
林
と水
の
文
化
』を
形
成
す
る
た
め
、

森
林
の
有
す
る
機
能
の
高
度
発
揮
に
取
り組
み
、地
域
内
経
済
の
循
環
、林
業
経
営
の
イノ
ベ
ー

シ
ョン
、地
域
人
材
を
育
む
力
を醸
成
し、
町
有
林
の
伐
採
か
ら再
造
林
の
実
現
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
化
に
取
り組
む
。

(3
)森
林
由
来
の
新
商
品
開

発
（
も
の
・サ
ー
ビス
）

－
4
品

（
R6
～
9
累
計
）

(4
)木
質
ペ
レ
ット
生
産
量

1,
44
6ｔ

(R
4)

2,
30
0ｔ

(5
)太
郎
川
公
園
の
利
用
者

数
8,
08
3
人

(R
4)

30
,0
00
人

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

森
林
と
関
わ
る
新
た
な

人
づ
くり

◆
環
境
先
進
企
業
との
協
働

・協
働
の
森
づ
くり
協
定
を締
結
、森
林
整
備
と交
流
活
動
、担
い
手
の
育
成

◆
次
代
を
担
う職
業
人
の
育
成

・林
業
ミッ
シ
ョン
の
地
域
お
こし
協
力
隊
の
導
入
（
R3
～
）

[成
果
]

・森
林
組
合
原
木
取
扱
量

H3
0：
15
,7
04
㎥

→
R5
：
16
,5
00
㎥

・F
SC
認
証
材
の
販
売
量

H3
0：
99
8
㎥

→
R5
：
90
0
㎥

・環
境
先
進
企
業
との
森
林

づ
くり
協
定
数

H3
0:
5
社
→
R5
:8
社

・木
質
ペ
レ
ット
生
産
量

H3
0:
1,
27
6t

→
R5
：
1,
40
0t

・Ｒ
eM
O
RI
設
立
（
R2
）

・C
oM
O
RI
設
立
（
R2
）

・K
IR
ec
ub
設
立
（
R5
）

・梼
原
森
林
づ
くり
大
学
構
想

（
R3
）

・木
工
品
開
発
：
6
商
品

(R
6)

[課
題
]

・森
林
資
源
の
活
用
促
進
と

伐
採
後
の
再
造
林

・木
質
バ
イオ
マ
ス
発
電
所
新

設
に
伴
う生
産
体
制
の
拡
充

及
び
原
木
供
給

・森
林
を
通
じ
た
関
係
人
口

の
拡
大
と林
業
担
い
手
確
保

林
業
担
い
手
の
確
保

■
梼
原
町
、梼
原
町
森
林
組
合

・地
域
お
こし
協
力
隊
等
（
民
間
事
業
体
）
の
確
保
・育
成

・地
域
お
こし
協
力
隊
等
（
民
間
事
業
体
）
の
育
成
体
制
の
構
築

・退
任
後
の
収
入
確
保
に
向
け
た
森
林
サ
ー
ビス
産
業
創
出
の
促
進

・半
林
半
X
とい
った
新
た
な
働
き
方
の
提
案

・町
有
林
（
分
収
林
含
む
）
を
主
体
とし
た
安
定
的
な
事
業
量
の
確
保

□
林
業
事
務
所
、地
域
本
部

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、現
場
指
導
、取
組
伴
走
支
援
、進
捗
管
理
等

森
林
資
源
の
循
環
利

用
◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

・木
質
ペ
レ
ット
工
場
の
施
設
整
備

お
が
粉
製
造
機
の
導
入
（
H2
4）
→
産
振
補
助
金
を活
用
、

粉
砕
機
(H
30
)、
燃
焼
灰
袋
詰
め
装
置
(R
3)

◆
森
林
資
源
の
再
生
産

・分
収
造
林
の
競
売
に
よ
る
主
伐
の
推
進
と木
材
の
安
定
供
給

◆
木
材
の
付
加
価
値
創
造

・F
SC
認
証
材
製
材
品
の
販
売
強
化

※
林
業
振
興
計
画
の
方
針
策
定
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・木
工
品
等
の
開
発
(R
6)

環
境
先
進
企
業
との
協
働
の
高
度
化

■
梼
原
町
、梼
原
町
森
林
組
合
、ゆ
す
は
らペ
レ
ット
(株
)、
ゆ
す
は
らエ
ネ
ル
ギ
ー
(株
)、

(株
)K
IR
ec
ub

・環
境
先
進
企
業
の
知
見
と梼
原
町
の
資
源
を活
用
した
森
林
由
来
の
新
商
品
開
発

・木
質
ペ
レ
ット
の
増
産
（
発
電
施
設
の
新
設
、木
質
ペ
レ
ット
製
造
施
設
の
増
設
）

・環
境
先
進
企
業
に
対
す
る
「梼
原
町
の
森
林
と水
の
文
化
」の
理
解
促
進
（
高
校
生

に
よ
る
プ
レゼ
ン
、社
会
見
学
）

・環
境
先
進
企
業
・高
校
生
・地
域
お
こし
協
力
隊
の
協
働
事
業
の
実
施

□
林
業
事
務
所
、地
域
本
部

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、現
場
指
導
、取
組
伴
走
支
援
、進
捗
管
理
等

交
流
人
口
の
拡
大

◆
滞
在
型
の
観
光
地
域
づ
くり
の
推
進
（
太
郎
川
公
園
）

・き
つ
つ
き
学
習
館
の
改
修
（
R4
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
（
観
光
資
源
磨
き上
げ
事

業
）
の
活
用

・キ
ャン
プ場
の
整
備
、多
言
語
対
応
サ
イン
の
設
置
（
R4
）

→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・湿
性
植
物
園
の
整
備
(R
4)

→
博
覧
会
受
入
環
境
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・太
郎
川
公
園
リニ
ュー
アル
オ
ー
プ
ン（
R5
）

・森
林
の
文
化
シ
ンポ
ジ
ウム
、森
林
フェ
ス
テ
ィバ
ル
等
イベ
ント
開
催

滞
在
型
の
観
光
地
域
づ
くり
の
推
進
（
太
郎
川
公
園
を
活
用
した
関
係
人
口
の
創
出
）

■
梼
原
町

・次
世
代
へ
の
森
林
環
境
教
育
の
実
施

・体
験
型
イベ
ント
や
シ
ンポ
ジ
ウム
の
開
催

・観
光
協
会
な
ど関
係
機
関
との
連
携
強
化

□
地
域
本
部
、林
業
事
務
所

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、取
組
伴
走
支
援
、進
捗
管
理
等

町
内
施
設
へ
電
力
と熱
の
供
給

施
設
整
備

指
導
体
制
の
検
討

指
導
体
制
の
運
用

マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
、試
行
、起
業
支
援

太
郎
川
公
園
の
環
境
整
備
や
機
能
の
充
実

森
林
フェ
ス
テ
ィバ
ル
等
イ
ベ
ン
トの
開
催

定
期
的
な
交
流
会
の
実
施

町
有
林
（
分
収
林
）
の
計
画
的
発
注

マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
、試
作
、販
促
Ｐ
Ｒ
活
動

地
域
お
こし
協
力
隊
等
の
確
保
・育
成

森
の
よ
うち
え
ん
・梼
原
高
校
Ｐ
Ｔ

森
林
の
体
験
プ
ラ
ン
の
造
成
、周
遊
促
進

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
推
進



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
6
須
崎
市
産
養
殖
マ
ダ
イ
等
の
販
路
拡
大

（
須
崎
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)小
島
水
産
、◎
乙
女
会
、高
知
県
漁
協
深
浦
支
所

乙
女
鯛
売
上
高
※

10
3,
90
9

千
円

（
R4
）

20
0,
00
0

千
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
5.
4
月

※
会
計
年
度
：
10
月
～
９
月
(R
5.
9
月
末
決
算
以
降
は
、1
月
末
決
算
)

事
業
概
要

養
殖
魚
（
マ
ダイ
）
生
産
者
グ
ル
ー
プ
と養
殖
業
に
関
連
した
民
間
企
業
、漁
協
と連
携
し、
他

産
地
の
生
産
動
向
や
県
外
大
手
出
荷
業
者
の
販
売
戦
略
に
左
右
され
に
くい
販
売
力
（
自
社
価

格
の
設
定
、加
工
に
よる
付
加
価
値
の
向
上
、取
引
量
の
拡
大
等
）
を構
築
し、
養
殖
業
の
振
興

を
図
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

品
質
の
維
持
・向
上
と

生
産
量
の
確
保

・新
規
漁
業
就
業
者
の
確
保
を
目
的
とし
た
漁
業
就
業
セ
ミナ
ー
の
開
催

（
H2
7:
1
回
、R
元
:1
回
）

・生
産
者
の
確
保
を
目
的
とし
た
新
規
漁
業
就
業
者
の
長
期
研
修
生
受
入

（
H2
9:
1
名
、H
30
:1
名
）

[成
果
]

・雇
用
者
の
増

（
株
）
小
島
水
産

R4
:5
名

→
R5
:1
0
名

[課
題
]

・さ
ら
な
る
販
路
の
拡
大
に

向
け
た
販
売
促
進

・安
定
的
な
マ
ダイ
生
産
に
係

る
生
産
者
の
確
保

品
質
の
維
持
・向
上
と
生
産
量
の
確
保

■
乙
女
会

・販
路
拡
大
等
、有
利
販
売
の
強
化
に
よ
る
生
産
者
の
乙
女
会
へ
の
新
規
加

入
促
進
を
通
じ
た
生
産
量
の
増
加

□
県
（
中
央
漁
業
指
導
所
等
）
、高
知
県
漁
協
深
浦
支
所

・新
規
漁
業
就
業
セ
ミナ
ー
等
の
開
催
支
援
、漁

業
就
業
フ
ェア
の
開
催
及
び

支
援
制
度
等
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
の
開
拓
・拡
大

・バ
イヤ
ー
や
飲
食
店
事
業
者
を対
象
とし
た
産
地
見
学
会
の
開
催

（
H2
8:
13
回
、H
29
:2
回
、H
30
:5
回
、R
4:
２
回
）

・県
内
外
商
談
会
へ
の
出
展

（
H2
7:
4
回
、H
28
:3
回
、H
29
:3
回
、R
3:
２
回
）

販
路
の
開
拓
・拡
大

■
(株
)小
島
水
産

・県
内
外
商
談
会
へ
の
出
展
、ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
取
り扱
い
や
個
別
の
商
談
等
に

よ
る
販
路
の
拡
大

□
県
（
中
央
漁
業
指
導
所
等
）

・県
内
外
商
談
会
等
の
紹
介
、商
談
会
の
出
展
等
に
係
る
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、

関
係
者
へ
の
橋
渡
し

加
工
体
制
の
強
化
・新

商
品
の
開
発

・加
工
施
設
の
拡
張
（
R3
）
→
産
振
補
助
金
を活
用

・先
進
的
な
加
工
機
器
（
金
属
探
知
機
、う
ろ
こ落
とし
機
、フ
ィレ
マ
シ
ン
等
）

の
導
入
（
H2
5～
26
）
→
革
新
的
も
の
づ
くり
・商
業
・サ
ー
ビス
開
発
支
援

補
助
金
等
を
活
用

・H
AC
CP
研
修
等
の
受
講
（
H2
9～
30
）

・衛
生
管
理
の
強
化
に
向
け
、県
版
HA
CC
P
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得

（
H3
0.
10
月
)

・加
工
事
業
の
人
員
拡
充
に
よ
る
生
産
能
力
の
向
上

加
工
体
制
の
強
化
・新
商
品
の
開
発

■
(株
)小
島
水
産

・コ
ン
セ
プ
トづ
くり
、市
場
調
査
（
消
費
者
の
意
見
集
約
）
、製
造
方
法
等
の
検
討
、

商
品
改
良
や
商
品
化
の
実
現

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
化
に
向
け
た
ア
ドバ
イス
を
得
る
た
め
の
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
提
案
、加
工

品
試
作
に
係
る
支
援
制
度
の
情
報
提
供

後
継
者
及
び
生
産
者
の
確
保

新
た
な
販
路
の
開
拓
・拡
大

新
商
品
の
開
発

安
定
的
な
加
工
体
制
の
確
保

ス
タ
ッフ
の
研
修



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
7
ゆ
す
は
らア
メ
ゴ
の
生
産
・販
売
促
進

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
集
落
活
動
セ
ン
ター
「お
ち
め
ん
」、
梼
原
町

売
上
高

37
6
万
円

（
R5
見
込
)

39
7
万
円

1,
62
6
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.４
月

事
業
概
要

梼
原
町
の
伝
統
産
業
で
あ
る
ア
メゴ
養
殖
事
業
を
持
続
発
展
さ
せ
る
た
め
、担
い
手
の
確

保
と育
成
、デ
ジ
タル
技
術
を
導
入
し
た
最
適
な
養
殖
環
境
の
構
築
に
よ
る
安
定
生
産
と販

売
拡
大
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
確
立
・強

化
・養
殖
事
業
の
デ
ジ
タル
化
に
よる
省
力
化
（
R4
～
）

→
中
山
間
デ
ジ
タル
化
推
進
補
助
金
の
活
用

・孵
化
施
設
の
整
備
（
R4
）
→
中
山
間
デ
ジ
タル
化
推
進
補
助
金
の
活
用

・養
殖
池
の
整
備
（
R4
）
→
中
山
間
デ
ジ
タル
化
推
進
補
助
金
の
活
用

・集
落
活
動
セ
ンタ
ー
「お
ち
め
ん
」内
に
ア
メゴ
養
殖
事
業
部
会
の
立
ち
上
げ
、

月
一
回
の
情
報
共
有
、進
捗
管
理
（
R4
～
）

・デ
ジ
タル
化
に
よ
る
水
温
水
流
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よる
デ
ー
タ取
り

（
R4
～
）

・初
の
孵
化
作
業
（
R4
）

・放
流
事
業
の
復
活
（
R5
）

[成
果
]

・担
い
手
の
確
保

R3
：
1
名

R6
：
1
名
(R
6.
12
時
点
)

・放
流
事
業
の
復
活

R5
：
稚
魚
26
0k
g

成
魚
45
0k
g

・取
引
件
数

（
新
商
品
試
作
）

R3
：
０
件 →
R5
：
２
件

・デ
ジ
タル
機
器
の
設
置

R4
：
鳥
獣
対
策
監
視
カメ

ラ、
水
中
カメ
ラ、
水

位
・水
温
観
測
機
器

[課
題
]

・ア
メゴ
の
安
定
供
給

・販
売
・収
支
計
画
の
見
直
し

・「
ゆ
す
は
ら
ア
メ
ゴ
」の
認
知

度
向
上

・人
材
の
確
保
、育
成

生
産
体
制
の
確
立
・強
化

■
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
「お
ち
め
ん
」、
梼
原
町

・ア
メゴ
養
殖
に
関
わ
る
人
材
の
確
保

・デ
ジ
タル
化
に
より
取
得
した
デ
ー
タを
活
用
した
養
殖
事
業
の
効
率
化
等
に
向
け
た
取

り組
み

・販
売
・収
支
計
画
の
見
直
し

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

「ゆ
す
は
ら
ア
メ
ゴ
」ブ
ラ
ン
ドの
確
立
に
向
け
た
取
り組
み

■
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
「お
ち
め
ん
」、
梼
原
町

・「
ゆ
す
は
らア
メゴ
」の
ブ
ラン
デ
ィン
グ
に
つ
い
て
、産
振
アド
バ
イザ
ー
を
活
用
した
マ
ー
ケ

テ
ィン
グ
戦
略
の
策
定
を検
討

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
SN
S
等
に
よ
る
広
報
活
動

・「
遊
友
館
」等
を活
用
した
アメ
ゴ
関
連
イベ
ント
の
開
催

□
県
（
地
域
本
部
）

・ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

販
路
の
拡
大

・（
一
財
）
地
産
地
消
外
商
公
社
との
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
、営
業
先
の

獲
得
（
R4
）

・営
業
活
動
に
より
獲
得
した
販
売
先
と新
商
品
の
開
発
検
討
（
R4
）

・財
務
ア
ドバ
イザ
ー
、広
告
会
社
な
どを
構
成
員
とす
る
「ゆ
す
は
らア
メゴ
販
売

会
議
」発
足
（
R5
～
）

加
工
商
品
の
開
発
、販
売
促
進

■
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
「お
ち
め
ん
」、
梼
原
町

・県
内
企
業
との
コラ
ボ
商
品
の
開
発
・販
売

・P
R
や
営
業
活
動
に
よ
る
販
路
の
開
拓
・拡
大

□
県
（
地
域
本
部
）

・ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

生
産
者
の
確
保
、育
成

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
養
殖
事
業
の
効
率
化
等

戦
略
の
改
善

定
期
的
な
販
売
会
議
（
PD
CA
）

SN
S
等
に
よ
る
情
報
発
信

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
よ
る
「ゆ
す
は
らア
メ
ゴ
」

の
認
知
度
向
上 新
商
品
の
開
発
、販
売

販
路
の
開
拓
、営
業
活
動



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
8
「鰹
乃
國
水
産
」ブ
ラ
ン
ドの
創
出
・販
売
促
進

（
中
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
企
画
・ど
久
礼
も
ん
企
業
組
合
、中
土
佐
町

売
上
高

3,
07
2
万
円

（
R4
）

5,
90
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

中
土
佐
町
の
特
産
品
で
あ
る
カツ
オ
に
つ
い
て
、冷
凍
カツ
オ
の
価
値
を
高
め
供
給
体
制
を
構
築

し販
売
拡
大
す
る
こと
で
、地
元
の
カツ
オ
の
一
本
釣
りの
文
化
や
風
土
を含
め
た
ブ
ラン
ド化
を
図
り

漁
業
の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

安
定
的
な
生
産
体
制
の

構
築

・水
産
加
工
場
の
整
備
（
H2
5～
26
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・水
揚
げ
時
期
に
左
右
され
な
い
安
定
供
給
の
た
め
の
冷
凍
商
品
の
開
発
・販
売

（
H2
9～
）

・マ
イナ
ス
50
℃
で
保
存
可
能
な
冷
凍
庫
の
整
備
（
R4
）

→
中
土
佐
町
支
援
制
度
の
活
用

※
実
施
主
体
の
変
更

H2
7～
29

中
土
佐
町
地
域
振
興
公
社

H3
0～

(株
)S
EA
プ
ロジ
ェク
ト

R
元
～

企
画
・ど
久
礼
も
ん
企
業
組
合

・タ
タキ
製
品
製
造
の
効
率
化
に
向
け
て
真
空
包
装
機
導
入
（
R6
）

[成
果
]

・高
鮮
度
ブ
ラン
ドの
確
立

→
「ぴ
ん
ぴ
鰹
の
た
た
き
」、

「ぴ
ん
ぴ
め
じか
」商
品
化

・商
品
開
発
数

H2
7～
R6
(1
2
月
時
点
)

：
5
商
品

[課
題
]

・安
定
的
な
生
産
体
制
の
構

築
（
仕
入
れ
、
製
造
、
販

売
）

・製
造
コス
トに
見
合
う販
売

価
格
の
検
討

・E
C
サ
イト
の
売
上
向
上

安
定
的
な
生
産
体
制
の
構
築
（
冷
凍
カ
ツ
オ
）

■
企
画
・ど
久
礼
も
ん
企
業
組
合

・冷
凍
カツ
オ
の
製
造
の
た
め
の
人
員
確
保

・タ
タキ
製
品
製
造
の
効
率
化
に
向
け
た
施
設
整
備
（
急
速
冷
凍
機
等
）

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

販
路
拡
大

・飲
食
店
を
対
象
に
した
カツ
オ
の
タタ
キ
加
工
の
産
地
視
察
受
入
（
R2
～
5）

・中
土
佐
町
ふ
る
さと
納
税
業
務
の
受
託
（
R2
～
4）

・E
C
サ
イト
リニ
ュー
アル
（
R2
、R
6）

→
動
画
・写
真
の
追
加
、操
作
性
向
上

・事
業
戦
略
、ア
クシ
ョン
プ
ラン
作
成
（
R3
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・飲
食
店
へ
の
中
土
佐
町
食
材
提
供
や
共
同
イベ
ント
実
施
に
よ
る
新
た
な
取
引

先
の
開
拓
（
R3
～
4）
→
中
土
佐
町
支
援
制
度
の
活
用

・大
正
町
市
場
と連
携
した
イベ
ン
ト「
大
正
町
市
場
か
つ
お
祭
」の
企
画
・実
施

（
R4
）

・冷
凍
カツ
オ
の
付
加
価
値
向
上
と
EC
サ
イト
の
新
しい
顧
客
創
出
の
戦
略

づ
くり
（
R5
）
、パ
ッケ
ー
ジ
開
発
と販
売
促
進
（
R6
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・県
内
外
で
の
イベ
ント
で
の
冷
凍
カツ
オ
PR
（
R5
～
）

・県
外
催
事
等
で
二
次
元
コー
ド(
HP
・E
C
サ
イト
・S
NS
)付
き
メッ
セ
ー
ジ
カー

ドの
配
布
開
始
（
R6
）

営
業
活
動
の
強
化

■
企
画
・ど
久
礼
も
ん
企
業
組
合

・冷
凍
カツ
オ
を
中
心
とし
た
商
品
の
販
路
拡
大
（
首
都
圏
・関
西
圏
）

（
イベ
ント
出
店
、商
談
会
参
加
、営
業
活
動
）

・販
売
力
強
化
に
向
け
た
EC
サ
イト
改
修

動
線
分
析
、動
画
・写
真
の
追
加
、操
作
性
向
上
、カ
ツオ
の
タタ
キ
の
新
しい
レ
シ
ピ

開
発
、食
べ
方
提
案
な
ど、
消
費
者
が
購
入
しや
す
い
サ
イト
づ
くり

・ブ
ラン
ドイ
メー
ジ
構
築
に
向
け
た
情
報
の
発
信

カツ
オ
へ
の
こだ
わ
り、
他
社
との
違
い

□
県
（
地
域
本
部
）

・E
C
サ
イト
改
修
に
向
け
て
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を提
案

関
西
圏
、首
都
圏
を
主
とす
る

イ
ベ
ン
ト
・商
談
会
出
展

試
作

検
討

生
産
体
制

見
直
し

人
員

確
保

運
用

設
備 の 導
入 継
続
的
な
ﾌﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ
情
報
発
信

新
商
品
の
製
造

動
線

分
析

ﾌﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ

ｻｲ
ﾄ作
成

サ
イ
ト

改
修

EC
サ
イ
ト運
用
・

随
時
見
直
し



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
9
道
の
駅
な
か
とさ
SE
A
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
中
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)S
EA
プロ
ジ
ェク
ト、
中
土
佐
町

売
上
高
（
施
設
全
体
）

3.
0
億
円

（
R4
）

3.
3
億
円

3.
9
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

「道
の
駅
な
か
とさ
」を
拠
点
に
、中
土
佐
町
の
伝
統
文
化
や
人
を
は
じめ
とす
る
地
域
資
源
を
有

効
に
活
用
して
、中
土
佐
町
の
魅
力
向
上
や
町
全
体
の
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り、
所
得
向
上
及
び

雇
用
の
創
出
な
ど町
全
体
に
経
済
効
果
を波
及
させ
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

賑
わ
い
創
出
へ
の
展
開

・道
の
駅
整
備
（
H2
8）
、オ
ー
プン
（
H2
9）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・各
種
フェ
ア
や
季
節
感
の
あ
る
イベ
ント
の
開
催
（
H2
9～
）

・S
NS
や
メデ
ィア
等
を
活
用
した
PR
（
H2
9～
）

・人
材
育
成
・魅
力
あ
る
店
づ
くり
（
R3
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・フ
ァス
トフ
ー
ドコ
ー
ナ
ー
の
集
客
力
向
上
（
R5
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・道
の
駅
来
場
者
数

H2
9.
7
月
～
R5
.3
月
末
:

14
3.
1
万
人

・外
販
に
よる
売
上
額

R5
：
1,
31
1
千
円

・町
内
出
荷
者
売
上
額

H2
9.
7.
6～
R5
.3
月
末
:

37
5,
20
1
千
円

・新
商
品
の
開
発

H2
9∼
R5
：
11
商
品

[課
題
]

・商
品
充
実
に
向
け
た
生
産

者
の
確
保
とそ
の
連
携

・中
心
商
店
街
や
町
内
施
設

との
連
携
の
強
化

・外
商
活
動
の
強
化

道
の
駅
商
品
の
充
実

■
(株
)S
EA
プロ
ジ
ェク
ト

・生
産
者
・事
業
者
へ
の
声
か
け
や
説
明
会
に
よる
新
た
な
出
荷
者
の
掘
り起
こし

道
の
駅
の
集
客
促
進

■
(株
)S
EA
プロ
ジ
ェク
ト

・各
テ
ナ
ント
・生
産
者
との
連
携
に
よ
る
イベ
ント
開
催

・広
報
・P
R
活
動
（
SN
S
等
含
む
）
に
よ
る
商
品
・イ
ベ
ント
情
報
発
信
強
化

□
県
（
地
域
本
部
）

・情
報
発
信
（
SN
S）
に
つ
い
て
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
を
提
案

周
辺
施
設
と
の
連
携
強

化
・フ
ェリ
ー
客
の
中
土
佐
町
へ
の
誘
客
に
向
け
た
、道
の
駅
「な
か
とさ
」を
拠
点
と

す
る
情
報
発
信
強
化
及
び
周
遊
促
進
社
会
実
験
の
実
施
（
R2
）

・黒
潮
本
陣
との
連
携
企
画
（
黒
潮
本
陣
25
周
年
企
画
と合
わ
せ
た
道
の
駅

クー
ポ
ン発
行
な
ど）
（
R3
）

・メ
ジ
カの
新
子
の
情
報
共
有
等
に
よ
る
誘
客
の
促
進
（
R4
～
）

・大
正
町
市
場
事
業
者
との
イベ
ント
の
共
催
（
R4
～
）

・商
店
街
商
品
の
外
販
（
R4
～
）

中
心
商
店
街
へ
の
観
光
客
誘
導

■
(株
)S
EA
プロ
ジ
ェク
ト

・観
光
客
周
遊
促
進
に
向
け
た
情
報
共
有
に
よ
る
連
携
や
共
同
企
画
の
実
施

・道
の
駅
か
らの
周
遊
プラ
ン作
成
、P
R

・商
品
を
通
した
町
内
事
業
者
の
魅
力
発
信

□
県
（
地
域
本
部
）

・周
遊
プ
ラン
作
成
に
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
提
案

地
産
外
商
の
強
化

・新
商
品
開
発
（
H2
9～
）

・イ
ンタ
ー
ネ
ット
販
売
等
を活
用
した
外
商
活
動
（
H3
0～
）

・E
C
サ
イト
見
直
し（
R6
～
）

→
商
品
情
報
の
更
新
・追
加
、漁
師
町
ソル
トの
商
品
動
画
の
掲
載

・J
R
四
国
お
も
て
な
し観
光
列
車
、久
礼
駅
で
の
物
販
販
売
（
R2
～
4）

・県
外
イベ
ント
へ
の
参
加
・商
談
会
へ
の
出
展
（
R2
～
）

販
売
強
化

■
(株
)S
EA
プロ
ジ
ェク
ト

・E
C
サ
イト
内
容
見
直
し（
商
品
情
報
の
更
新
・追
加
、購
入
しや
す
い
よ
う操
作
性
を

向
上
）
に
よ
る
販
売
力
強
化

・フ
ァス
トフ
ー
ドコ
ー
ナ
ー
の
商
品
の
充
実
とオ
ー
プン
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
の
検
討

・町
内
産
品
を
活
用
した
道
の
駅
オ
リジ
ナ
ル
商
品
に
よる
中
土
佐
町
の
魅
力
発
信

・外
商
活
動
強
化
に
よ
る
販
売
拡
大

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

出
荷
者
の
掘
り起
こし

計
画

作
成

施
設

整
備

ｻｰ
ﾋﾞ
ｽ

提
供

修
正
点

洗
出
し

ｻ
ｲ
ﾄ

改
修

運
用

道
の
駅
オ
リジ
ナ
ル
商
品
開
発
・販
売

イ
ベ
ン
ト
・商
談
会
・催
事
へ
の
参
加

周
遊

ﾌﾟ
ﾗﾝ

作
成

ﾆｰ
ｽﾞ

調
査

サ
ー
ビ
ス
展
開

H
P、
SN
S
に
よ
る
情
報
発
信

イ
ベ
ン
ト開
催

【用
語
】
・S
EA
プ
ロジ
ェク
ト：
Sh
op
pi
ng
（
買
う）
、E
at
in
g（
食
べ
る
）
、A
m
us
em
en
t（
楽
しむ
）
の
頭
文
字
か
ら
SE
A
プロ
ジ
ェク
トと
名
付
け
ら

れ
た
。

町
内
商
品
の
販
売
・事
業
者
の
紹
介



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
10

梼
原
町
地
産
地
消
・外
商
の
促
進

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
梼
原
町
商
工
振
興
協
同
組
合
、梼
原
町
、J
A
高
知
県
（
高
西
地
区
）
、町
内
事
業

者
、生
産
団
体

直
販
所
等
の
販
売
額

4,
83
2
万
円

（
R4
)

１
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.4
月

※
直
販
所
等
：
ま
ち
の
駅
「マ
ル
シ
ェ・
ユ
ス
ハ
ラ」
、「
雲
の
上
の
市
場
」（
R1
1
年
度
～
ま
ち
の
駅
「マ
ル
シ
ェ・
ユ
ス
ハ
ラ」
、「
新
た
な
道

の
駅
」予
定
）

事
業
概
要

生
産
者
の
確
保
や
新
商
品
の
開
発
等
に
よ
り、
雲
の
上
商
品
の
ブ
ラン
ド化
な
ど地
場
産

品
の
商
品
力
を
強
化
す
る
とと
も
に
、多
くの
人
が
訪
れ
魅
力
的
に
感
じ
られ
る
新
た
な
道
の

駅
を
整
備
し
地
産
地
消
・外
商
を
一
層
推
進
す
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
場
産
品
の
販
売
促
進

・E
C
サ
イト
「雲
の
上
ス
トア
ー
」運
営
開
始
（
R2
～
）

・集
出
荷
事
業
の
開
始
（
R4
：
実
証
、R
5：
開
始
）

・友
好
都
市
兵
庫
県
西
宮
市
の
「西
宮
市
民
まつ
り」
へ
の
出
店

・関
西
版
県
産
品
商
談
会
へ
の
出
展
（
菊
芋
）
（
R4
）

・直
販
所
出
荷
お
うえ
ん
事
業
（
町
単
）
とし
て
営
業
許
可
申
請
に
係
る
費
用

な
どを
補
助
（
R4
～
）

・道
の
駅
ゆ
す
は
らに
て
自
主
企
画
イベ
ント
開
催
（
R5
）

・梼
原
町
役
場
産
業
振
興
課
内
に
道
の
駅
準
備
室
設
置
（
R3
）

・生
産
者
と道
の
駅
運
営
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
の
実
施
（
R4
)

・道
の
駅
案
内
看
板
の
設
置
（
R5
）

・売
り場
内
に
生
産
者
紹
介
PO
P
と出
荷
物
を
使
った
レシ
ピの
設
置
（
R5
）

・道
の
駅
準
備
室
に
よ
る
先
進
地
視
察
（
R5
）

・特
産
品
魅
力
化
W
S
の
開
催
に
よ
る
地
場
産
品
の
商
品
力
向
上
（
町
単
）

（
R6
～
）

[成
果
]

・町
単
独
事
業
に
よ
る
支
援

制
度
の
創
設

「直
販
所
出
荷
お
うえ
ん
事

業
」（
R4
～
）

・新
規
出
荷
登
録
者
数

R5
：
5
名

・県
版
HA
CC
P
第
２
ス
テ
ー

ジ
認
証
取
得

R
元
：
2
事
業
者

[課
題
]

・売
上
ア
ップ
に
向
け
た
新
た

な
商
品
の
開
発
・磨
き
上
げ

・生
産
者
を
支
え
る
仕
組
み
の

構
築

・地
場
産
品
を
使
った
「雲
の

上
ブ
ラン
ド」
商
品
の
販
売
強

化

新
た
な
道
の
駅
の
整
備
と体
制
等
の
強
化

■
梼
原
町

・運
営
主
体
、運
営
手
法
の
検
討
選
定

・活
用
で
き
る
支
援
制
度
の
検
討

■
梼
原
町
商
工
振
興
協
同
組
合

・既
存
EC
サ
イト
の
見
直
しと
運
用

・新
しい
道
の
駅
で
販
売
す
る
商
品
の
検
討
選
定

・出
荷
者
の
掘
り起
こし

・人
材
の
確
保
、専
門
家
派
遣
に
よ
る
従
業
員
の
意
識
改
革

・専
門
家
を
導
入
した
売
り場
づ
くり
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
アド
バ
イザ
ー
導
入
提
案

新
た
な
地
場
産
品
の
掘
り起
こし
と
PB
商
品
の
開
発

■
梼
原
町
商
工
振
興
協
同
組
合
、梼
原
町

・6
次
産
業
化
セ
ミナ
ー
へ
の
参
加
、既
存
の
町
内
地
場
産
品
の
掘
り起
こし
を行
う

・「
雲
の
上
ブ
ラン
ド」
商
品
の
ブラ
ッシ
ュア
ップ
と新
た
な
PB
商
品
の
検
討
開
発

・商
品
パ
ッケ
ー
ジ
の
検
討

・テ
イク
ア
ウト
商
品
の
検
討
開
発

□
県
（
地
域
本
部
）

・研
修
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

地
場
産
品
の
商
品
力
向

上
・県
主
催
食
品
表
示
研
修
や
食
品
表
示
アド
バ
イザ
ー
の
活
用

（
H3
0、
R
元
）

・6
次
産
業
化
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
（
H3
0）

・土
佐
M
BA
及
び
食
品
生
産
管
理
高
度
化
支
援
研
修
の
受
講
（
H3
0）

・直
販
所
出
荷
お
うえ
ん
事
業
（
町
単
）
とし
て
生
産
基
盤
づ
くり
や
生
産
者
意

見
交
換
会
な
どを
実
施

・直
販
所
出
荷
お
うえ
ん
事
業
（
町
単
）
を
活
用
し
た
生
産
者
に
よ
る
先
進
地

視
察
研
修
実
施
（
R5
）

地
場
産
品
の
付
加
価
値
化
に
よ
る
販
売
促
進

■
梼
原
町
商
工
振
興
協
同
組
合
、梼
原
町

・食
品
表
示
研
修
な
ど商
品
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
各
種
研
修
の
受
講

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
取
り組
み
周
知

・町
外
へ
の
積
極
的
な
販
促
活
動
に
よる
認
知
度
向
上

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
アド
バ
イザ
ー
導
入
提
案

商
品
選
定

出
荷
者
へ
の
支
援
及
び

生
産
者
掘
り起
こし

関
係
機
関
と連
携
した
PR
活
動

人
材
育
成
・研
修

地
場
産
品
の
掘
り起
こし

PB
商
品
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

商
品
開
発

売
り場
づ
くり

商
品
力
向
上
に
向
け
た

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

梼
原
町
産
の
桜
を
活
用
した
加
工
品
等
の
生
産
・販
売
拡
大

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

(株
)S
AK
U
RA

cl
ub

売
上
高

23
0
万
円

（
R4
)

44
0
万
円

1,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R5
.4
月

事
業
概
要

梼
原
町
産
の
桜
等
を
活
用
し
て
、商
品
の
開
発
・加
工
・販
売
に
取
り組
み
、「
梼
原
町

産
桜
商
品
」の
知
名
度
の
さら
な
る
向
上
を
目
指
す
と共
に
、地

域
で
の
雇
用
の
創
出
を
目

指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

新
事
業
の
展
開

・桜
の
花
を
メイ
ンと
した
商
品
開
発
（
R4
）

・事
業
展
開
の
検
討
（
R4
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・県
木
材
産
業
振
興
課
と連
携
した
桜
の
葉
を活
用
した
商
品
開
発
（
R4
～
）

・加
工
場
の
整
備
（
R5
）

[成
果
]

・に
っぽ
ん
の
宝
物
高
知
大
会

新
体
験
部
門
グ
ラン
プ
リ受
賞

（
R4
）

・食
べ
る
JA
PA
N
美
味
ア
ワ

ー
ド
に
て
「桜
コ
ン
フ
ィチ
ュー

ル
」認
定
（
R4
）

・新
規
雇
用
１
名
（
R5
）

[課
題
]

・経
営
体
制
の
強
化

・安
定
的
な
原
材
料
の
確
保

原
材
料
の
安
定
的
な
確
保
及
び
新
た
な
加
工
場
の
整
備

■
(株
)S
AK
UR
A
cl
ub

・原
材
料
の
安
定
的
な
確
保
に
向
け
た
産
地
化
の
検
討

・衛
生
管
理
に
対
応
した
加
工
場
の
整
備
に
向
け
た
取
り組
み

□
県
（
地
域
本
部
）

・補
助
金
活
用
提
案
、ア
ドバ
イザ
ー
制
度
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

既
存
商
品
の
販
路
拡
大

・各
賞
の
コン
テ
ス
ト、
商
談
会
へ
の
参
加
に
よ
る
積
極
的
な
営
業
活
動
（
R4
）

・E
C
サ
イト
の
開
設
（
R5
）

販
路
の
開
拓
・拡
大

■
(株
)S
AK
UR
A
cl
ub

・消
費
者
ニー
ズ
を
把
握
した
商
品
開
発

・県
外
商
談
会
へ
の
参
加
な
どの
営
業
活
動

・海
外
販
路
へ
の
展
開
を検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

生
産
体
制
の
強
化

・個
人
事
業
主
か
ら法
人
化
へ
の
移
行
（
R5
）

・即
戦
力
とな
る
人
材
の
確
保
、育
成
（
R5
）

経
営
体
制
の
強
化

■
(株
)S
AK
UR
A
cl
ub

・経
営
体
制
の
強
化

・繁
忙
期
の
お
け
る
継
続
的
な
パ
ー
ト人
材
の
確
保

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

関
係
機
関
や
生
産
者
と連
携
した

産
地
化
の
検
討
・原
材
料
確
保

新
商
品
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

人
材
確
保
及
び
ス
キ
ル
ア
ップ

販
路
開
拓
・営
業
活
動

繁
忙
期
の
人
材
確
保

加
工
場
の
整
備



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
12

津
野
町
地
産
地
消
・外
商
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
津
野
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
津
野
町
、(
有
)津
野
町
ふ
る
さ
とセ
ン
タ
ー
、(
株
)満
天
の
星
、J
A
高
知
県
(高
西
地

区
)

(1
)主
要
２
社
の
総
売
上
高

3.
70
億
円

（
R4
）

4.
46
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)直
販
所
総
販
売
額

1.
33
億
円

（
R4
）

1.
40
億
円

事
業
概
要

町
内
の
生
産
者
や
事
業
者
、観
光
施
設
等
が
連
携
し、
生
産
・流
通
・販
売
を
一
体
的
に
進
め

る
とと
も
に
、新
商
品
開
発
や
販
売
・P
R
を通
じて
道
の
駅
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
等
に
お
け
る
地
場
産

品
の
地
産
地
消
・外
商
を
推
進
す
る
。併
せ
て
、つ
の
茶
ブラ
ンド
の
推
進
や
テ
ィー
ツー
リズ
ム
の
取
り

組
み
に
よる
茶
製
品
の
販
売
促
進
と中
山
間
地
域
に
お
け
る
茶
園
の
景
観
維
持
を
目
指
す
。

(3
)茶
製
品
販
売
額

3,
93
6
万
円

（
R4
）

4,
40
0
万
円

※
町
内
主
要
２
社
：
「(
有
)津
野
町
ふ
る
さと
セ
ンタ
ー
」、
「(
株
)満
天
の
星
」

※
茶
製
品
販
売
額
：
JA
高
知
県
(高
西
地
区
)と
(株
)満
天
の
星
の
茶
製
品
販
売
額
の
合
計

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
魅

力
向
上
と
外
商
の
拡
大

に
つ
な
げ
る
商
品
づ
くり

の
推
進

・津
野
町
直
販
機
能
等
強
化
（
R4
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・道
の
駅
布
施
ヶ坂
入
込
者

数
の
増
加

R1
：
13
8,
62
7
人

→
R4
：
17
3,
53
1
人

→
R5
：
18
4,
09
6
人

・満
天
の
星
とふ
る
さと
セ
ン
タ

ー
が
連
携
した
メニ
ュー
開
発

R3
～
5：
2
品

・直
販
所
会
員
の
確
保

R4
：
47
0
人

うち
新
規
会
員
9
人

R5
：
47
2
人

うち
新
規
会
員
12
人

・放
棄
茶
園
の
再
生
・維
持

R3
：
約
0.
8h
a

R4
：
約
0.
72
ha

R5
：
約
0.
86
ha

[課
題
]

・直
販
所
の
出
荷
量
の
確
保

・地
域
産
品
を
活
用
し
た
商

品
開
発

・ア
ンテ
ナ
シ
ョッ
プ
の
老
朽
化

・外
貨
を
稼
ぐた
め
の
町
内
事

業
者
間
の
連
携
体
制

・満
天
の
星
ブ
ラン
ド
の
認
知

向
上

・茶
の
新
た
な
販
路
開
拓
や

PR
活
動
な
ど、
販
売
体
制
の

強
化

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
リニ
ュー
ア
ル
に
よ
る
魅
力
発
信
の
強
化

■
津
野
町

・市
場
調
査
を
踏
まえ
た
リニ
ュー
アル
方
針
の
検
討
及
び
整
備

□
県
（
高
幡
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

地
域
産
品
（
津
野
町
産
の
茶
や
農
産
物
な
ど）
を
生
か
した
商
品
づ
くり

■
(株
)満
天
の
星
、J
A
高
知
県
(高
西
地
区
)、
(有
)津
野
町
ふ
る
さと
セ
ンタ
ー

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用
し、
新
商
品
や
加
工
品
を
開
発

・展
示
会
や
商
談
会
、W
EB
で
の
PR
発
信
に
よ
る
農
産
物
・加
工
品
の
販
売
拡
大

□
県
（
高
幡
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案

出
荷
量
の
確
保
と
地
産

地
消
の
推
進

・津
野
町
地
域
資
源
「ふ
る
」活
用
ビジ
ネ
ス
事
業
（
H2
1～
23
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・営
農
ア
ドバ
イザ
ー
の
配
置
等
に
よる
生
産
者
支
援
の
強
化
充
実

・道
の
駅
布
施
ヶ坂
リニ
ュー
ア
ル
に
よ
る
販
売
強
化
（
R3
）
、(
有
)津
野
町
ふ

る
さと
セ
ンタ
ー
の
経
営
強
化
（
R4
）

→
高
知
農
山
漁
村
発
イノ
ベ
ー
シ
ョン
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
の
活
用

・各
社
の
連
携
した
取
り組
み
の
推
進
（
R3
～
）

満
天
の
星
か
ら星
ふ
る
ヴ
ィレ
ッジ
TE
NG
U
へ
土
産
物
供
給

ふ
る
さと
セ
ンタ
ー
か
ら星
ふ
る
ヴ
ィレ
ッジ
TE
NG
U
へ
食
材
供
給

満
天
の
星
か
らふ
る
さと
セ
ンタ
ー
へ
食
堂
メニ
ュー
の
提
供

安
心
・安
全
な
農
産
物
の
出
荷
と高
付
加
価
値
化
の
取
り組
み

■
津
野
町

・営
農
ア
ドバ
イザ
ー
の
配
置
等
に
よ
る
生
産
者
支
援
（
維
持
、確
保
）

・荒
廃
農
地
を
活
用
した
有
機
農
業
の
取
り組
み
の
検
討

□
県
（
高
幡
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
広
報
支
援

事
業
者
間
の
連
携
に
よ
る
地
産
地
消
外
商
の
推
進

■
津
野
町
、(
有
)津
野
町
ふ
る
さと
セ
ンタ
ー
、(
株
)満
天
の
星

・町
内
産
品
の
地
域
内
循
環
の
仕
組
み
づ
くり

「つ
の
茶
」ブ
ラ
ン
ド
の

推
進
に
よ
る
茶
製
品

の
販
売
拡
大

・つ
の
茶
販
売
戦
略
に
基
づ
く茶
製
品
販
売
拡
大
事
業
（
H2
7）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・茶
の
販
売
力
向
上
に
お
け
る
課
題
分
析
（
R2
）
、「
つ
の
茶
販
売
戦
略
計
画
」

の
見
直
し（
R3
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・土
佐
茶
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
の
参
加
（
R4
）

・津
野
町
茶
業
振
興
計
画
の
策
定
（
R4
）

・つ
の
茶
振
興
協
議
会
の
設
立
（
R5
）

・色
彩
選
別
機
導
入
に
よる
品
質
向
上
（
R5
）

茶
製
品
の
販
売
拡
大
と中
山
間
地
域
に
お
け
る
景
観
の
維
持

■
津
野
町

・生
産
・消
費
販
売
・文
化
振
興
を
柱
とし
た
「津
野
町
茶
業
振
興
計
画
」の
推
進

・テ
ィー
ツー
リズ
ム
や
観
光
とタ
イア
ップ
した
取
り組
み
の
実
施

□
県
（
地
域
観
光
課
、高
幡
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

計
画

設
計

リニ
ュ

ー
ア
ル

工
事

連
携
会
議
の
実
施
、

地
域
内
循
環
の
仕
組
み
づ
くり

生
産
者
支
援
、

有
機
農
業
の
取
り組
み
の
検
討

テ
ィー
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
の

検
討

テ
ィー
ツ
ー
リズ
ム
等
の

実
施

「津
野
町
茶
業
振
興
計
画
」の
推
進

新
商
品
の
開
発
、販
売
・P
R



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

道
の
駅
「あ
ぐり
窪
川
」の
機
能
強
化
と地
域
の
活
性
化

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
町
、(
株
)あ
ぐり
窪
川

売
上
高

3.
15
億
円

（
R4
）

4.
41
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
4.
4
月

事
業
概
要

道
の
駅
兼
地
場
産
業
振
興
セ
ン
ター
で
あ
る
あ
ぐり
窪
川
を拠
点
とし
、地
域
の
特
産
品
の
直
販

や
レ
ス
トラ
ンで
の
提
供
、観
光
情
報
の
発
信
、地
域
資
源
を
活
用
した
加
工
品
の
開
発
と販
売
に

よ
り、
地
場
産
業
の
振
興
と地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

物
販
・レ
ス
ト
ラ
ン
の
強

化
・季
節
ご
との
企
画
コー
ナ
ー
設
置
や
レス
トラ
ンメ
ニュ
ー
の
提
供
（
継
続
）

・四
万
十
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
「し
ま
ん
とマ
ル
シ
ェ四
万
十
の
蔵
」の
運
営

（
H2
4～
H2
7）

・農
カフ
ェ
40
01
0
で
の
テ
イク
ア
ウト
メニ
ュー
提
供
（
～
H2
9）

・「
窪
川
米
豚
丼
」が
全
国
丼
グ
ラン
プリ
で
金
賞
受
賞
（
H2
7～
30
）

・売
り場
の
リニ
ュー
アル
に
より
豚
まん
コー
ナ
ー
を設
置
（
H3
1）

[成
果
]

■
雇
用
者
数

9
名
（
H2
9
）
→
12
名

（
R5
）

■
豚
ま
ん
等
販
売
額

9,
30
0
万
円
（
H3
0）
→

1.
27
億
円
（
R5
）

[課
題
]

・道
の
駅
の
人
員
不
足
と物

価
高
騰
等
に
よ
る
経
費
増
加

・新
商
品
開
発
に
よ
る
販
路

開
拓
と工
場
の
稼
働
率
アッ
プ

・豚
ま
ん
等
の
さ
らな
る
販
路

拡
大

物
販
・直
販
所
の
魅
力
向
上

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・商
品
や
売
り場
の
見
直
し、
季
節
ご
との
フェ
ア
の
実
施
、出
品
者
の
新
規
獲
得
、

土
産
物
コー
ナ
ー
と直
販
所
の
一
元
化
に
向
け
た
検
討

「レ
ス
トラ
ン
風
人
」の
見
直
し

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・提
供
方
法
や
メニ
ュー
等
の
見
直
し、
受
入
体
制
の
強
化
とサ
ー
ビス
の
向
上

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・物
販
・レ
ス
トラ
ンの
見
直
しに
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、

各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

商
品
開
発
・販
路
拡
大

・豚
ま
ん
・シ
ュウ
マイ
等
の
増
産
に
か
か
る
加
工
場
（
第
一
工
場
）
の
整
備

（
R
元
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・第
一
工
場
県
版
HA
CC
P
第
3
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
R2
）

・第
一
工
場
へ
の
加
工
機
械
の
導
入
（
R2
）
→
新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症

対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・第
二
工
場
（
菓
子
・ス
イー
ツ製
造
）
の
改
修
（
R2
）

・豚
ま
ん
の
リニ
ュー
アル
（
保
存
料
、甘
味
料
、着
色
料
不
使
用
）
（
R3
）

・第
二
工
場
県
版
HA
CC
P
第
2
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
R4
）

・地
元
企
業
と連
携
した
新
商
品
「ジ
ャン
麺
まん
」の
開
発
（
R4
）

・中
期
経
営
計
画
の
策
定
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
戦
略
の
立
案
と実
践
（
R5
～
6）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・新
商
品
の
開
発
（
丸
型
餃
子
、冷
凍
ハ
ンバ
ー
グ
）
（
R6
）

「あ
ぐり
の
豚
ま
ん
」に
次
ぐ新
商
品
開
発

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・通
年
販
売
で
き
る
新
商
品
の
開
発
、新
た
な
地
域
資
源
の
掘
り起
こし

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の

情
報
提
供

販
路
拡
大

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・営
業
活
動
の
強
化
（
展
示
商
談
会
等
へ
の
参
加
、オ
ンラ
イン
商
談
の
強
化
）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・販
路
開
拓
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、商
談
会
等
の
情
報

提
供

情
報
発
信
機
能
の
強
化

・情
報
発
信
コー
ナ
ー
の
設
置
（
継
続
）

・創
業
祭
、収
穫
祭
、豚
とん
フェ
ス
タ等
の
イベ
ント
開
催
（
継
続
）

・海
洋
堂
ホ
ビー
館
サ
テ
ライ
トコ
ー
ナ
ー
の
設
置
（
H2
4～
）

・I
ns
ta
gr
am
開
設
（
H3
0）

・自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
（
R2
）

・X
（
旧
Tw
itt
er
）
及
び
Fa
ce
bo
ok
開
設
（
R3
）

SN
S
等
を
活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・S
NS
等
を活
用
した
効
果
的
な
情
報
発
信
、町
内
３
道
の
駅
の
連
携
企
画
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・情
報
発
信
に
関
す
る
セ
ミナ
ー
等
の
情
報
提
供

提
供
方
法
や

メ
ニ
ュー
の

見
直
し

魅
力
的
な
商
品
の
発
掘
や
フェ
ア
の
企
画

関
西
エ
リア
に
お
け
る
営
業
活
動
の
強
化

定
期
的
な
商
品
開
発
会
議
に
よ
る

新
商
品
開
発

情
報
発

信
の
た
め

の
体
制

構
築

見
直
しに
応
じた
サ
ー
ビス

の
提
供
と磨
き
上
げ

研
修
等
に

よ
る
ス
キ
ル

ア
ップ

効
果
的
な

情
報
発
信

マ
ー
ケ

テ
ィン
グ

戦
略
の

検
討



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

四
万
十
町
生
姜
生
産
農
家
と連
携
し
た
集
出
荷
体
制
の
整
備
と販
売
拡
大

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
RE
LA
G
RE
EN

VI
LL
AG
E(
株
)

売
上
高
※

96
2
万
円

（
R4
）

1,
48
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H3
1.
4
月

※
会
計
年
度
：
9
月
～
8
月

事
業
概
要

生
姜
の
生
産
者
か
つ
集
出
荷
者
とし
て
の
経
験
を
生
か
し
、病
害
発
生
に
よ
り早
期
収
穫

し
た
生
姜
の
受
入
・加
工
・販
売
に
取
り組
む
。そ
れ
らの
販
路
開
拓
や
新
規
事
業
の
実
施

に
よ
り、
四
万
十
町
産
を
は
じ
め
とし
た
近
隣
地
域
の
生
姜
の
知
名
度
向
上
を
狙
う。

ま
た
、町

内
の
生
姜
農
家
や
企
業
等
と連

携
し
、
減
農
薬
栽
培
に
向
け
た
取
り組

み
を

進
め
る
こと
で
、地
域
の
生
姜
農
家
の
所
得
安
定
・向
上
や
雇
用
の
創
出
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

施
設
整
備

・施
設
整
備
予
定
地
の
選
定
（
H
30
～
）

・施
設
整
備
予
定
地
の
決
定
（
R3
）

[成
果
]

・新
商
品
の
開
発

R
元
～
R5
：
3
件

[課
題
]

・早
期
収
穫
さ
れ
た
生
姜

の
有
効
活
用

・一
次
処
理
施
設
の
整
備

・環
境
負
荷
低
減
の
加
工

施
設
整
備
の
検
討

シ
ョウ
ガ
の
一
次
処
理
施
設
の
整
備

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・計
画
策
定

・施
設
整
備
及
び
稼
働

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
の
活
用
支
援
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

製
造
体
制
及
び
衛
生
管
理
体
制
の
確
立

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・新
た
な
人
材
の
雇
用

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
研
修
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け

商
品
開
発
、販
売
促
進

・ガ
リ製
造
用
真
空
パ
ック
機
器
を
リー
ス
に
て
整
備
（
R
元
）

・個
別
包
装
機
器
を
リー
ス
に
て
整
備
（
R
元
）

・ス
ライ
サ
ー
、フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッサ
ー
等
を
導
入
（
R2
）

・シ
ョウ
ガ
の
お
茶
の
開
発
（
R2
）

・シ
ョウ
ガ
プロ
テ
イン
の
開
発
（
R4
）

・農
業
者
ネ
ット
ワ
ー
ク「
四
万
十
組
」に
よる
首
都
圏
で
の
イベ
ント
参
加

（
R4
～
R5
）

商
品
開
発

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・新
商
品
開
発
、O
EM
製
造
の
開
始

・減
農
薬
等
こだ
わ
りの
原
材
料
の
栽
培
、S
D
Gs
を意
識
した
栽
培
方
法
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の

情
報
提
供

販
売
促
進

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・商
談
会
等
へ
の
参
加
に
よ
る
販
路
開
拓
、イ
ベ
ント
開
催
等
に
よる
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

計
画
策
定

施
設
整
備
及
び
稼
働

H
AC
CP
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
の

実
施

商
品
開
発

商
談
会
等
へ
の
参
加

O
EM
製
造

販
売
開
始



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
15

高
幡
地
域
に
お
け
る
広
域
観
光
の
推
進

（
高
幡
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)奥
四
万
十
高
知
、須
崎
市
、中
土
佐
町
、梼
原
町
、津
野
町
、四
万
十
町

(1
)主
要
観
光
施
設
入
込
数

2,
08
1,
38
3

人
（
R4
）

2,
64
6,
00
0

人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
6.
4
月

(2
)主
要
宿
泊
施
設
宿
泊
者

数
59
,1
20
人

（
R4
）

64
,0
00
人

事
業
概
要

(一
社
)奥
四
万
十
高
知
を
中
心
に
高
幡
地
域
内
の
観
光
、自
然
、食
、人
な
どの
観
光
資
源

を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
商
品
を
造
成
す
る
とと
も
に
、高
幡
地
域
な
らで
は
の
魅
力
を
情
報
発
信

し、
セ
ー
ル
ス
活
動
を行
うこ
とで
エ
リア
の
知
名
度
向
上
や
誘
客
を
促
進
し、
地
域
経
済
の
波
及
効

果
に
つ
な
げ
て
い
く。

※
R9
年
度
目
標
値
は
、「
第
３
期
奥
四
万
十
広
域
観
光
振
興
計
画
」の
改
定
に
お
い
て
R9
目
標
値
が
設
定
され
る
ま
で
の
間
の
、

暫
定
値
とす
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
情
報
の
発
信

・奥
四
万
十
観
光
ガ
イド
ブ
ック
・マ
ップ
の
作
成
・配
布
（
R
元
・R
4）

→
エ
リア
の
情
報
発
信
を
行
うた
め
、観
光
案
内
所
等
に
奥
四
万
十
観
光
ガ
イ

ドブ
ック
や
マ
ップ
を配
布

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
と情
報
発
信
（
R2
・R
4～
）

→
域
内
の
宿
泊
施
設
に
対
しヒ
ア
リン
グ
を
実
施
し、
HP
の
改
修
に
よ
る
宿
の

魅
力
発
信
と宿
泊
促
進

・イ
ンバ
ウン
ド観
光
大
使
事
業
の
実
施
（
R4
～
）

→
明
徳
義
塾
中
・高
等
学
校
生
を
イン
バ
ウン
ド観
光
大
使
に
任
命

・大
阪
・関
西
万
博
に
向
け
た
商
品
造
成
及
び
情
報
発
信
（
R6
）

→
万
博
ポ
ー
タル
サ
イト
へ
の
商
品
掲
載

[成
果
]

・H
P
の
PV
数

R3
：
22
1,
71
5P
V

→
R5
：
40
6,
99
4P
V

・奥
四
万
十
高
知
留
学
生
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
大
使
委
嘱

者
数 R4
：
31
名

[課
題
]

・タ
ー
ゲ
ット
を
明
確
に
し
た
マ

ー
ケ
テ
ィン
グ

・万
博
か
らの
イン
バ
ウ
ン
ド誘

客 ・県
の
観
光
戦
略
と連
動
した

周
遊
促
進
、
滞
在
時
間
延

長
の
取
り組
み

・教
育
旅
行
誘
致
に
向
け
た

取
り組
み

情
報
発
信
及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
強
化

■
奥
四
万
十
高
知

・構
成
市
町
や
観
光
協
会
か
ら観
光
情
報
等
の
収
集
を
行
い
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
NS
、

パ
ンフ
レッ
ト等
で
情
報
を発
信

・主
要
マ
ー
ケ
ット
で
あ
る
関
西
及
び
イン
バ
ウン
ド向
け
の
プ
ロモ
ー
シ
ョン
の
強
化

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・県
の
政
策
等
の
情
報
提
供

地
域
観
光
商
品
等
の
造

成
、磨
き
上
げ
、販
売

・旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
実
施

・域
内
周
遊
クー
ポ
ン事
業
の
実
施
（
R2
、R
5）

→
プ
レミ
ア
ム
付
き
クー
ポ
ンを
販
売
し、
域
内
周
遊
を
促
進

・域
内
周
遊
企
画
の
実
施
（
R3
～
）

→
奥
四
万
十
泊
ま
らん
と巡
らん
とキ
ャン
ペ
ー
ンの
実
施

・イ
ンバ
ウン
ドコ
ンテ
ンツ
の
造
成
（
R3
、R
5～
）

→
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
と連
携
した
訪
日
外
国
人
向
け
旅
行
商
品
の

販
売
（
R5
～
）

→
県
と連
携
した
イン
バ
ウン
ド向
け
プ
レミ
ア
ム
コン
テ
ンツ
の
造
成
（
R5
～
）

・宿
泊
施
設
の
販
売
強
化
（
R6
）

→
O
TA
登
録
勉
強
会
の
開
催
、利
用
促
進

地
域
資
源
の
商
品
化
及
び
販
売
強
化

■
奥
四
万
十
高
知

・着
地
型
商
品
(ツ
ア
ー
・体
験
)の
造
成
・販
売
強
化

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を通
じた
観
光
商
品
の
販
売

・奥
四
万
十
温
泉
郷
ス
タン
プラ
リー
等
の
実
施
に
よ
る
周
遊
促
進

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・商
品
化
等
の
支
援

広
域
観
光
組
織
の
機
能

強
化

・奥
四
万
十
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
2
期
）
の
策
定
（
R5
）

・地
域
内
で
の
連
携
体
制
の
構
築

・観
光
客
受
入
態
勢
の
基
盤
とマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
の
強
化

旅
行
客
誘
致
に
向
け
た
セ
ー
ル
ス
活
動

■
奥
四
万
十
高
知

・各
種
イベ
ント
へ
の
出
展
に
よ
る
PR
活
動

・ク
ル
ー
ズ
船
向
け
オ
プ
シ
ョナ
ル
ツア
ー
の
企
画
提
案

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

旅
行
客
受
入
体
制
基
盤
・マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
の
強
化

■
奥
四
万
十
高
知

・組
織
の
DM
O
化
及
び
組
織
体
制
の
充
実

・教
育
旅
行
の
受
入
れ
の
た
め
の
体
験
事
業
者
や
ガ
イド
等
の
観
光
人
材
の
育
成

・デ
ジ
タル
を活
用
した
デ
ー
タ分
析
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・観
光
客
動
向
デ
ー
タの
活
用
支
援

関
西
及
び
ｲﾝ
ﾊﾞ
ｳﾝ
ﾄﾞ
向
け
の
ﾌﾟ
ﾛﾓ
ｰｼ
ｮﾝ

県
キ
ャン
ペ
ー
ン
や
旅
行
トレ
ン
ド
に
合
わ
せ
た

商
品
の
造
成
、販
売

県
内
外
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動

教
育
旅

行
受
入

準
備

受
入
開
始

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
N
S
等
に
よ
る
情
報
発
信

D
M
O

化
組
織
体
制
の
充
実



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
16

須
崎
市
海
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
須
崎
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
須
崎
市
、須
崎
市
海
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェク
ト推

進
協
議
会
、(
一
社
)須
﨑
海
の
ま
ち
公
社

主
要
施
設
等
の
入
込
数

28
,0
89
人

(R
4)

73
,2
48
人

53
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.9
月

事
業
概
要

須
崎
駅
を
含
む
中
心
市
街
地
を「
海
の
ま
ち
」と
定
義
し、
コア
ゾ
ー
ンと
して
整
備
・活
用
す
る
こと

に
よ
り、
地
域
活
性
化
の
拠
点
づ
くり
を行
うと
とも
に
、「
海
の
ま
ち
」を
起
点
に
さま
ざ
ま
な
事
業
と連

携
す
る
こと
で
須
崎
市
を拠
点
に
奥
四
万
十
エ
リア
全
域
ま
で
波
及
効
果
を
促
す
仕
組
み
づ
くり
を
行

う。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

海
の
ま
ち
創
り・
リノ
ベ
ー

シ
ョン

・産
官
学
金
等
多
くの
関
係
者
に
よ
る
推
進
協
議
会
の
立
ち
上
げ
（
R3
）

・J
R
須
崎
駅
を
リノ
ベ
ー
シ
ョン
し海
の
まち
須
崎
駅
完
成
（
R3
）

・高
知
銀
行
旧
須
崎
支
店
を
リノ
ベ
ー
シ
ョン
し
た
須
﨑
大
漁
堂
オ
ー
プ
ン

（
R4
）

・エ
リア
へ
の
エン
トラ
ンス
とな
る
ラン
ドマ
ー
ク「
須
﨑
百
寿
門
」の
完
成
（
R5
）

・旧
郵
便
局
跡
を
活
用
した
須
﨑
サ
カナ
本
舗
オ
ー
プ
ン（
R5
）

・須
﨑
の
サ
カナ
文
化
祭
の
開
催
（
R6
）

[成
果
]

・新
た
な
観
光
ス
ポ
ット
の

完
成
に
よ
る
入
込
数
の
増
加

R2
：
5,
52
2
人

→
R4
：
28
,0
89
人

→
R5
：
51
,9
79
人

・イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
須
崎

市
へ
の
来
訪
者
の
増
加
お
よ

び
商
店
街
の
活
性
化

イベ
ント
へ
の
参
加
者

（
海
の
まち
マ
ル
シ
ェほ
か
）

R3
：
5,
11
0
人

R4
：
15
,3
00
人

R5
：
23
,3
00
人

R6
：
40
,4
30
人

[課
題
]

・受
入
体
制
の
強
化

・人
手
不
足

海
の
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ

■
須
崎
市

・エ
リア
ご
との
ブ
ラン
デ
ィン
グ

□
県
（
地
域
本
部
）

・必
要
に
応
じた
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
紹
介
、情
報
収
集

ま
ち
ま
る
ご
とホ
テ
ル
整
備
事
業
の
推
進

■
須
崎
市

・事
業
計
画
の
策
定

・候
補
物
件
の
選
定
、設
計
・整
備
の
実
施

□
県
（
住
宅
課
、地
域
観
光
課
、地
域
本
部
）

・空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
等
の
制
度
活
用
に
向
け
た
支
援

海
の
ま
ち
の
魅
力
の
向

上
・再
発
見

・施
設
完
成
に
合
わ
せ
た
イベ
ント
の
開
催
（
R3
～
）

・起
業
支
援
に
つ
な
が
る
補
助
制
度
の
創
出
（
R3
）

・富
士
が
浜
で
の
くつ
ろ
ぎ
ポ
イン
トづ
くり
の
検
討
（
R3
～
）

・高
知
ア
ニメ
クリ
エ
イタ
ー
聖
地
プロ
ジ
ェク
トと
連
動
した
イベ
ント
開
催

（
R4
～
）

・地
域
資
源
で
あ
る
石
灰
を活
用
した
イベ
ント
の
開
催
（
R4
）

・J
R
海
の
まち
須
崎
駅
の
トイ
レ改
修
（
R4
）

・空
き
店
舗
活
用
や
企
業
誘
致
に
関
す
る
先
進
地
視
察
2
件
（
R4
）

・（
一
社
）
須
﨑
海
の
ま
ち
公
社
の
設
立
（
R5
）

・釣
りバ
カシ
テ
ィプ
ロジ
ェク
ト関
連
イベ
ント
の
開
催
（
R6
）

観
光
ク
ラ
ス
タ
ー
整
備
事
業
の
推
進

■
須
崎
市

・計
画
に
基
づ
い
た
事
業
の
実
施
・ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

・ソ
フト
事
業
の
検
討
・実
施

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

釣
りバ
カ
シ
テ
ィプ
ロ
ジ
ェク
ト
の
推
進

■
須
崎
市

・釣
りバ
カシ
テ
ィプ
ロジ
ェク
トに
基
づ
く事
業
の
実
施

・計
画
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

エ
リア
外
との
連
携
促
進

・浦
ノ内
マリ
ンパ
ー
クと
連
携
した
イベ
ント
の
開
催

・ふ
る
さと
納
税
制
度
を
活
用
した
財
源
の
確
保

市
内
、高
幡
エ
リア
へ
の
周
遊
促
進

■
須
崎
市
、須
崎
市
海
の
まち
プ
ロジ
ェク
ト推
進
協
議
会

・旅
行
企
画
の
造
成

・拠
点
に
お
け
る
情
報
発
信
方
法
の
検
討
、実
施

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

エ
リア
内
の
総
合
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ

設
計

整
備

物
件
選
定

設
計
、整
備

計
画
に
基
づ
い
た
事
業
等
の
実
施

計
画
に
基
づ
い
た
事
業
の
実
施

計
画
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

次
期
計
画
の
検
討
・実
施

コン
テ
ン
ツ
の
造
成

関
係
機
関
と連
携
した
旅
行
商
品
造
成



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
17

浦
ノ内
マ
リン
パ
ー
ク
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

（
須
崎
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
須
崎
市
、
（
一
社
）
須
崎
市
観
光
協
会
、
N
PO
法
人
す
さ
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

（
株
）
ロ
ゴ
ス
コー
ポ
レ
ー
シ
ョン
、そ
の
他
関
係
事
業
者
等

主
要
施
設
等
の
入
込
数

46
,9
58
人

（
R5
）

63
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R4
.4
月

事
業
概
要

須
崎
市
海
洋
ス
ポ
ー
ツパ
ー
ク構
想
に
よ
る
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と海
洋
レ
ジ
ャー
等
の
体
験

型
観
光
を推
進
す
る
とと
も
に
、野
外
体
験
施
設
ロゴ
ス
パ
ー
クと
の
連
携
に
よる
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・海
洋
ス
ポ
ー
ツの
メッ
カを
目
指
した
施
設
整
備
（
H2
9～
R2
）

→
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
及
び
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ推
進
交
付
金
活
用

・地
域
お
こし
協
力
隊
制
度
を
活
用
した
専
門
人
材
の
配
置
（
H2
9～
）

・東
京
五
輪
へ
向
け
た
ホ
ス
トタ
ウン
登
録
お
よ
び
ナ
シ
ョナ
ル
チ
ー
ム
に
よ
る
合
宿
の

誘
致
（
H2
9～
）

・コ
ロナ
禍
に
お
け
る
認
定
O
W
S
大
会
国
内
唯
一
の
継
続
開
催
（
R2
）

・東
京
五
輪
チ
ェコ
カヌ
ー
代
表
事
前
合
宿
の
実
施
（
R3
）

[成
果
]

・東
京
五
輪
チ
ェコ
代
表
事
前

合
宿
の
実
施

・（
公
財
）
日
本
水
泳
連
盟

主
催
第
97
回
日
本
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
O
W
S
競

技
兼
20
22
年
O
W
S
全
豪

選
手
権
代
表
選
手
選
考
会

の
開
催

[課
題
]

・宿
泊
所
の
不
足

・県
内
類
似
施
設
との
差
別

化

合
宿
等
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

■
須
崎
市

・企
業
、大
学
等
へ
の
PR
活
動

・合
宿
補
助
の
継
続
実
施
、施
設
外
で
の
魅
力
向
上

・地
域
お
こし
協
力
隊
を活
用
した
情
報
発
信

□
県
（
ス
ポ
ー
ツ課
、地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

全
国
規
模
の
大
会
誘
致

■
須
崎
市

・競
技
連
盟
等
へ
の
アプ
ロー
チ

体
験
型
観
光
の
推
進

・海
上
ア
ス
レチ
ック
等
の
海
洋
体
験
メニ
ュー
備
品
整
備
（
H2
9、
R
元
）

・（
一
社
）
須
崎
市
観
光
協
会
の
設
立
に
よ
る
教
育
旅
行
の
一
層
の
推
進

（
R2
）

・体
験
型
観
光
拠
点
の
整
備
（
R3
）

→
高
知
県
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ロ
ゴ
ス
パ
ー
クマ
ル
シ
ェの
開
催
（
R4
～
）

・公
園
設
備
の
充
実
（
トイ
レ
、授
乳
室
の
設
置
等
）
（
R5
）

魅
力
向
上
・P
R
の
強
化

■
須
崎
市
、N
PO
法
人
す
さき
ス
ポ
ー
ツク
ラブ
、指
定
管
理
者

・情
報
発
信
の
充
実
、マ
ス
コミ
等
を通
じた
PR

・フ
ァミ
リー
層
や
こど
も
へ
の
効
果
的
な
ア
プロ
ー
チ

・体
験
メニ
ュー
の
磨
き上
げ

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
）

・広
報
支
援
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

教
育
旅
行
等
の
受
入
体
制
強
化

■
須
崎
市
、（
一
社
）
須
崎
市
観
光
協
会

・体
験
プ
ログ
ラム
の
磨
き上
げ
、民
泊
事
業
の
検
討
、奥
四
万
十
・高
知
との
連
携

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

地
域
活
性
化
に
向
け
た

連
携
強
化

・市
内
事
業
者
と連
携
した
周
遊
事
業
の
実
施
（
H3
0）

・海
の
ま
ち
プロ
ジ
ェク
トに
よる
大
型
マ
ル
シ
ェの
開
催
（
R4
）

・浦
ノ内
周
遊
モニ
ター
ツア
ー
の
実
証
（
R6
）

市
内
周
遊
に
向
け
広
く連
携
した
取
り組
み

■
須
崎
市

・近
隣
事
業
者
との
連
携
に
よる
等
滞
在
時
間
延
長
に
向
け
た
取
り組
み
の
検
討
、

実
施

・市
内
事
業
者
との
周
遊
に
向
け
た
取
り組
み
の
検
討
、実
施

・海
の
ま
ち
プロ
ジ
ェク
トと
の
情
報
共
有
、相
互
周
遊
の
検
討
、実
施

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
との
連
携
支
援

合
宿
等
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

全
国
規
模
の
大
会
誘
致

情
報
発
信
の
充
実

ファ
ミリ
ー
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

体
験
メ
ニ
ュー
・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き
上
げ

民
泊
事
業
に
つ
い
て
の
再
検
討

滞
在
延
長
、周
遊
促
進
に
向
け
た

企
画
等
の
検
討
・実
施



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
18
ス
ケ
ー
トパ
ー
ク
を
核
とし
た
地
域
の
活
性
化

（
須
崎
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
須
崎
市

主
要
施
設
等
の
入
込
数







27
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R6
.4
月

※
設
計
前
の
見
込
み
で
あ
り、
設
計
完
了
後
に
再
検
討

事
業
概
要

魅
力
的
な
「公
共
ス
ケ
ー
トパ
ー
ク」
を
整
備
し、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
あ
る
ス
トリ
ー
トス
ポ
ー

ツを
通
じて
、地
域
の
若
年
層
や
ファ
ミリ
ー
層
をは
じめ
、こ
れ
ま
で
須
崎
市
を
訪
れ
る
こと
の
な
か
った

層
に
訪
れ
て
も
らう
こと
に
よ
り交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、既
存
の
観
光
客
の
滞
在
時
間

の
延
長
を
図
り、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
を促
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

魅
力
あ
る
施
設
の
整
備

に
向
け
た
協
議
等

・「
須
崎
市
の
ス
ケ
ー
トボ
ー
ドパ
ー
クを
つ
くる
会
」か
ら須
崎
市
に
要
望
（
R3
）

・N
PO
法
人
日
本
ス
ケ
ー
トパ
ー
ク協
会
と協
議
（
R4
）

・基
本
構
想
の
策
定
（
R4
）

・土
地
所
有
者
との
用
地
交
渉
（
R4
～
）

・用
地
候
補
、施
設
整
備
の
内
容
等
の
関
係
者
間
協
議
（
R4
～
）

・先
進
地
の
視
察
（
大
阪
府
松
原
市
「ス
ケ
ボ
ー
の
ま
ち
まつ
ば
ら」
ま
ち
づ
くり
戦

略
）
（
R5
）

・N
PO
法
人
日
本
ス
ケ
ー
トパ
ー
ク協
会
に
よ
る
設
計
監
修
（
R6
）

・農
地
転
用
の
申
請
許
可
（
R6
）

・基
本
設
計
の
策
定
（
R6
）

[成
果
]

―

[課
題
]

・費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
た

施
設
規
模
お
よ
び
設
備
の
検

討 ・専
門
性
や
実
績
を
踏
ま
え
た

運
営
主
体
の
検
討

・競
技
力
向
上
及
び
競
技
人

口
増
加
に
向
け
た
事
業
計
画

の
検
討

施
設
整
備

■
須
崎
市

・基
本
、実
施
設
計
、施
設
整
備

□
県
（
ス
ポ
ー
ツ課
、地
域
本
部
）

・支
援
策
の
検
討
（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ推
進
交
付
金
の
活
用
な
ど）

運
営
体
制
の
構
築

■
須
崎
市

・運
営
方
法
お
よ
び
運
営
主
体
の
検
討

・教
室
開
催
等
に
係
る
指
導
者
の
確
保

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
誘
客
方
法
の

検
討

（
再
掲
）
先
進
地
の
視
察
（
大
阪
府
松
原
市
「ス
ケ
ボ
ー
の
ま
ち
ま
つ
ば
ら」
ま

ち
づ
くり
戦
略
）
（
R5
）

・ス
ケ
ー
トパ
ー
クの
全
体
及
び
各
エリ
ア
の
３
D
図
面
の
作
成
（
R6
）

施
設
機
能
の
検
討
・提
供

■
須
崎
市

・初
級
者
～
上
級
者
向
け
の
コー
ス
の
検
討
・提
供

・フ
ァミ
リー
層
向
け
エ
リア
の
検
討
・提
供

・レ
ンタ
ル
事
業
の
展
開
や
初
心
者
教
室
の
開
催

全
国
規
模
の
大
会
開
催

■
須
崎
市

・大
会
の
検
討
及
び
開
催

・ト
ップ
ア
ス
リー
トの
招
聘

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
検
討

（
再
掲
）
先
進
地
の
視
察
（
大
阪
府
松
原
市
「ス
ケ
ボ
ー
の
ま
ち
ま
つ
ば
ら」
ま

ち
づ
くり
戦
略
）
（
R5
）

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
・イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
・実
施

■
須
崎
市

・S
NS
を活
用
した
情
報
発
信
方
法
の
検
討
・実
施

・ア
ー
トや
音
楽
と連
動
した
イベ
ント
の
検
討
・実
施

・周
辺
エ
リア
へ
の
周
遊
の
仕
組
み
づ
くり

設
計
お
よ
び
整
備

運
営
検
討

R
8
年
度
オ
ー
プ
ン

予
定
運
営
開
始

指
導
者
確
保

教
室
の
開
催

大
会
の
開
催

情
報
発
信
方
法
の
検
討
・実
施

イ
ベ
ン
ト
の
検
討
・実
施

周
遊
の
仕
組
み
づ
くり

施
設
機
能
の

検
討
・提
供



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
19

カ
ツ
オ
を
起
点
とし
た
持
続
可
能
な
観
光
を
主
軸
とす
る
地
域
産
業
の
振
興

（
中
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)な
か
とさ
観
光
協
会
、中

土
佐
町
、(
株
)中
土
佐
町
地
域
振
興
公
社
、大

正
町
市
場
協
同
組
合
、中
土
佐
町
商
工
会

(1
)観
光
施
設
入
込
数

47
6,
45
7
人

(R
4)

52
4,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)黒
潮
本
陣
宿
泊
者
数

8,
52
9
人
※

(R
4)

12
,0
00
人

事
業
概
要

10
年
後
も「
土
佐
久
礼
か
つ
お
」の
本
場
とし
て
カツ
オ
を食
べ
に
お
越
しい
た
だ
け
る
町
を目
指
し

て
、町
内
関
係
者
が
連
携
して
カツ
オ
に
よる
観
光
を
推
進
す
る
こと
で
カツ
オ
産
業
を
守
り、
カツ
オ
を

起
点
とし
た
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
くり
を行
う。

(3
)タ
タキ
体
験
受
入
数

1,
51
2
人

(R
4)

2,
20
0
人

(4
)町
内
事
業
者
へ
の
カツ
オ

販
売
額

14
3
百
万
円

(R
4)

15
7
百
万
円

※
3
ヶ月
（
1～
3
月
）
の
休
業
あ
り

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

受
け
入
れ
態
勢
の
強
化

・観
光
拠
点
施
設
「ぜ
よぴ
あ
」オ
ー
プ
ン（
H2
8）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・黒
潮
本
陣
コテ
ー
ジ
改
修
、コ
テ
ー
ジ
遊
歩
道
整
備
（
R2
)

→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・黒
潮
本
陣
本
館
改
修
（
R3
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・観
光
客
の
利
便
性
向
上
（
コイ
ンロ
ッカ
ー
整
備
）

[成
果
]

・体
験
受
入
数

R5
:1
,7
75
人

・宿
泊
者
数
(黒
潮
本
陣
)

R5
14
,3
57
人

・大
正
町
市
場
入
込
数

R5
：
40
5,
31
9
人

・S
NS
フォ
ロワ
ー
数

In
st
ag
ra
m
：
6,
70
0
人

・周
遊
プ
ラン
の
造
成

2
件

[課
題
]

・周
遊
促
進
と滞
在
時
間
延

長
の
仕
組
み
づ
くり

・観
光
客
受
け
入
れ
環
境
の

整
備

・関
西
圏
か
らの
集
客
促
進

観
光
協
会
の
体
制
整
備

■
(一
社
)な
か
とさ
観
光
協
会

・観
光
案
内
を
強
化
す
る
た
め
の
拠
点
整
備
の
検
討
及
び
体
制
強
化
（
人
材
確
保
及

び
特
性
に
応
じた
育
成
、自
主
事
業
開
発
と収
益
性
担
保
、組
織
体
の
拡
充
等
）

・観
光
客
等
の
利
便
性
向
上

・機
能
強
化
（
観
光
客
お
も
て
な
しの
た
め
の
物
販
機
能
の
検
討
や
商
品
開
発
）

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

土
佐
久
礼
か
つ
お
の
ファ

ン
づ
くり

・「
か
つ
お
祭
」な
ど町
内
イベ
ント
の
開
催

・土
佐
久
礼
に
お
け
る
カツ
オ
を中
心
とし
た
食
体
験
の
イン
バ
ウン
ド施
策

（
R5
）

→
観
光
庁
観
光
コン
テ
ンツ
造
成
支
援
事
業
の
活
用

・関
西
圏
へ
の
イベ
ント
出
店
（
R5
～
）

・高
知
空
港
中
土
佐
フェ
ア
開
催
（
R5
～
)

・高
知
県
ア
ンテ
ナ
シ
ョッ
プ
（
東
京
・大
阪
)で
「土
佐
久
礼
か
つ
お
フェ
ア
」開
催

（
R6
)

・カ
ツ
オ
授
業
の
実
施
（
町
内
小
中
学
校
6
回
/年
、昭
和
小
学
校
、梼
原
中

学
校
、J
IC
A
研
修
、台
湾
留
学
生
研
修
、奥
四
万
十
高
知
研
修
等
）

関
西
圏
等
に
お
け
る
PR
活
動
の
強
化

■
(一
社
)な
か
とさ
観
光
協
会
、中
土
佐
町
商
工
会

・関
西
圏
や
高
知
空
港
な
どで
の
イベ
ント
・催
事
に
よる
「土
佐
久
礼
か
つ
お
」の
ファ
ン

づ
くり

□
県
（
地
域
本
部
、大
阪
事
務
所
）

・関
西
圏
で
実
施
され
る
イベ
ント
等
の
情
報
提
供
、支
援
制
度
の
紹
介

中
土
佐
町
を
訪
問
した
観
光
客
へ
の
PR

■
(一
社
)な
か
とさ
観
光
協
会
、地
元
事
業
者

・イ
ンバ
ウン
ドを
意
識
した
観
光
客
向
け
カツ
オ
プロ
モ
ー
シ
ョン

・カ
ツオ
授
業
の
実
施
（
小
学
生
、大
人
、観
光
客
向
け
）

観
光
客
の
町
内
周
遊
促

進
・食
と体
験
の
深
掘
りと
回
遊
商
品
開
発
（
R4
）

→
観
光
庁
看
板
商
品
創
出
事
業
の
活
用

・周
遊
プ
ラン
の
作
成
とツ
ア
ー
の
実
施
（
R5
）

「昔
な
が
らの
漁
師
町
の
路
地
を巡
る
昭
和
に
タイ
ム
ス
リッ
プ
コー
ス
」

「土
佐
久
礼
NO

KA
TS
UO

NO
LI
FE
コー
ス
」

周
遊
の
仕
組
み
づ
くり

■
(一
社
)な
か
とさ
観
光
協
会

・中
土
佐
町
内
の
観
光
素
材
を
周
遊
す
る
観
光
コー
ス
の
提
案

（
土
佐
久
礼
駅
、久
礼
大
正
町
市
場
、道
の
駅
な
か
とさ
、黒
潮
本
陣
、久
礼
八
幡

宮
、双
名
島
、西
岡
酒
造
店
、美
術
館
、漁
業
体
験
な
ど）

・ど
っぷ
り高
知
旅
キ
ャン
ペ
ー
ンに
よ
る
ツア
ー
商
品
造
成

・観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビス
充
実
（
レン
タサ
イク
ル
事
業
、手
荷
物
預
か
りサ
ー
ビス
）

・中
心
商
店
街
周
辺
の
駐
車
場
整
備
に
向
け
た
検
討

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
）

・観
光
関
連
支
援
制
度
の
情
報
提
供

拠
点

整
備

お
土
産
商
品
開
発
・販
売

体
制
整
備
・

機
能
強
化

観
光
案
内
情
報
発
信

物
販
機
能

の
検
討

関
西
圏
を
中
心
とし
た
県
外
で
の

PR
活
動

観
光
客
へ
の
PR

（
観
光
列
車
の
乗
客
へ
の
PR
、カ
ツ
オ
授
業
等
）

設
備

整
備

設
備
を
活
用
した
周
遊
促
進

（
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
）

駐
車
場
整
備
の

検
討

駐
車
場

整
備

サ
ー
ビ

ス
提
供

周
遊
プ
ラ
ン
の
磨
き
上
げ
・提
供



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
20
梼
原
町
の
体
験
型
・滞
在
型
観
光
の
推
進

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会
、梼
原
町
、梼
原
町
商
工
会
、松
原
ま
ろ
うど
会
、

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
郷
ゆ
す
は
らで
あ
い
の
会

(1
)主
要
宿
泊
施
設
宿
泊
者

数
10
,3
35
人

（
R4
)

14
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.4
月

(2
)主
要
観
光
施
設
入
込
数

11
3,
13
1
人

（
R4
)

12
0,
00
0
人

事
業
概
要

梼
原
町
の
玄
関
口
で
あ
る
太
郎
川
公
園
を
拠
点
とし
、新
た
な
ホ
テ
ル
等
の
整
備
と併
せ

て
、観
光
ス
ポ
ット
で
あ
る
隈
研
吾
建
築
群
、坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
や
森
林
セ
ラピ
ー
ロ
ー
ド

な
どの
滞
在
型
観
光
や
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
に
よ
る
体
験
型
観
光
な
どに
よ
り、

周
遊
観
光
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
って
い
く。

※
主
要
宿
泊
施
設
：
マ
ル
シ
ェ・
ユ
ス
ハ
ラ、
町
内
民
宿
事
業
者
、新
た
な
ホ
テ
ル
（
R1
1
年
度
～
(予
定
)）

※
主
要
観
光
施
設
：
雲
の
上
の
図
書
館

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造

成
、
磨
き
上
げ
及
び
受

入
体
制
の
充
実

・太
郎
川
公
園
内
多
言
語
サ
イン
の
設
置
（
R4
)

→
観
光
振
興
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・（
一
社
）
ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会
に
よ
る
体
験
プ
ログ
ラム
の
造
成
、ツ
ア

ー
誘
致
（
R3
～
）

・久
保
谷
セ
ラピ
ー
ロー
ドの
案
内
板
及
び
パ
ンフ
レ
ット
を
多
言
語
に
リニ
ュー
ア
ル

（
H3
0）

・隈
研
吾
建
築
案
内
ガ
イド
開
始
（
R2
）

・森
林
フェ
ス
テ
ィバ
ル
の
開
催
（
R3
～
）

・四
国
運
輸
局
「将
来
に
わ
た
って
旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る
地
域
・日
本
の
新
た
な

レ
ガ
シ
ー
形
成
事
業
」採
択
に
よ
る
町
内
観
光
資
源
の
調
査
（
R4
）

・自
然
・体
験
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
に
よる
案
内
ガ
イド
の
育
成
（
R4
）

・太
郎
川
公
園
再
整
備
事
業
は
、（
一
社
）
雲
の
上
観
光
協
会
を
中
心
とし
た

コン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
に
より
進
め
て
い
くこ
とが
概
ね
決
定
（
R6
）

[成
果
]

・（
一
社
）
ゆ
す
は
ら雲
の
上

観
光
協
会
の
設
立
（
R3
）

・太
郎
川
公
園
再
生
基
本
構

想
の
策
定
（
R4
)

・体
験
プ
ログ
ラム
の
造
成

R5
：
11
件

[課
題
]

・観
光
情
報
発
信
の
強
化

・観
光
客
受
入
体
制
の
整
備

・町
内
周
遊
に
向
け
た
取
り組

み

新
た
な
ホ
テ
ル
を
含
む
太
郎
川
公
園
一
体
整
備
に
向
け
た
取
り組
み

■
梼
原
町
、ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・運
営
主
体
、運
営
方
法
の
検
討

・施
設
整
備
と並
行
し誘
客
の
方
法
に
つ
い
て
検
討

・公
園
内
に
ア
クテ
ィビ
テ
ィ施
設
を
整
備

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

新
た
な
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備
に
か
か
る
地
域
食
材
を
活
用
した
メ
ニ
ュー
開
発

■
梼
原
町
、ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・専
門
家
の
導
入
に
よ
る
地
域
食
材
を使
った
メニ
ュー
の
開
発

・梼
原
町
産
ブド
ウを
使
用
した
ワイ
ンの
活
用
検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

誘
客
活
動

・（
一
社
）
ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会
に
よる
パ
ンフ
レッ
ト、
映
像
作
品
の

施
策
に
よ
る
PR
（
R4
～
）

・オ
ー
バ
ー
ツー
リズ
ム
対
策
の
一
環
とし
て
「パ
ー
クア
ンド
ライ
ド実
証
事
業
」を

実
施
（
R5
）
（
四
国
運
輸
局
）

・カ
ル
ス
トエ
リア
５
市
町
に
よ
る
連
携
の
取
り組
み
（
R4
～
）

・梼
原
町
産
ブ
ドウ
を
使
用
した
ワ
イン
とカ
ル
ス
ト産
ゆ
す
は
ら牛
の
イベ
ン
ト実
施

（
R4
）

観
光
情
報
発
信
力
と誘
客
活
動
の
強
化

■
梼
原
町
、ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・体
験
プロ
グ
ラム
の
造
成

・専
門
家
の
導
入
に
よ
る
町
内
周
遊
プラ
ンの
作
成

・（
一
社
）
奥
四
万
十
高
知
と連
携
した
観
光
情
報
発
信
及
び
イン
バ
ウン
ド等
へ
の

誘
客
活
動

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

受
入
基
盤
の
整
備

・隈
研
吾
ミュ
ー
ジ
ア
ム
の
整
備
（
R
元
）

・ゆ
す
は
ら湿
性
植
物
園
、太
郎
川
公
園
キ
ャン
プ
場
の
整
備
（
R4
）

→
観
光
振
興
総
合
事
業
費
補
助
金
を
活
用

・町
内
観
光
地
に
遊
歩
道
を設
置
す
る
な
ど受
入
体
制
を構
築
（
R4
）

→
博
覧
会
受
入
環
境
整
備
補
助
金
を
活
用

・森
林
セ
ラピ
ー
ロー
ドに
トイ
レ
を新
設
（
R4
）

→
博
覧
会
受
入
環
境
整
備
補
助
金
を
活
用

・太
郎
川
公
園
再
生
基
本
構
想
の
策
定
（
R4
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

拠
点
観
光
施
設
ス
タ
ッフ
の
人
材
育
成
と町
内
事
業
者
の
受
入
態
勢
整
備

■
梼
原
町
、ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・第
二
種
旅
行
業
登
録

・拠
点
観
光
施
設
、拠
点
宿
泊
施
設
か
ら町
内
へ
の
波
及
を
目
指
し町
内
事
業
者
間
の

連
携
を推
進

・町
内
宿
泊
事
業
者
の
受
入
態
勢
の
整
備

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

実
施
設
計
、工
事

町
内
事
業
者
へ
の

聞
き
取
り

専
門
家
を
導
入
した
ス
タ
ッフ
研
修

町
内
連
携
の
検
討

誘
客
方
法
の
検
討

地
域
食
材
の
洗
い
出
し

メ
ニ
ュー
開
発
、提
供

町
内
周
遊
プ
ラ
ン
作
成

観
光
情
報
発
信
強
化



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
21

津
野
町
ま
る
ご
と体
感
！
観
光
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
津
野
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
津
野
町

(1
)主
要
観
光
施
設
入
込
数

41
4,
14
6
人

（
R4
）

45
6,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)主
要
宿
泊
施
設
宿
泊
者

数
13
,9
46
人

（
R4
）

15
,8
00
人

事
業
概
要

四
国
カル
ス
ト天
狗
高
原
や
四
万
十
川
源
流
点
、風
の
里
公
園
、セ
ラピ
ー
ロー
ドな
どを
中
心
と

した
観
光
資
源
と歴
史
や
伝
統
文
化
、地
域
の
食
や
体
験
プ
ログ
ラム
な
ど津
野
町
を
ま
る
ご
と
PR

し、
年
間
を
通
じて
多
くの
観
光
客
の
集
客
を
図
り、
地
域
経
済
の
波
及
効
果
に
つ
な
げ
て
い
く。

(3
)観
光
消
費
額

33
8,
00
0
千
円

（
R4
）

38
5,
00
0

千
円

※
入
込
数
：
「星
ふ
る
ヴ
ィレ
ッジ
TE
NG
U」
、「
風
車
の
駅
」、
「道
の
駅
布
施
ヶ坂
」、
「吉
村
虎
太
郎
邸
」、
「フ
ォレ
ス
トア
ドベ
ン
チ

ャー
・高
知
」、
「カ
ル
ス
トテ
ラス
」

※
宿
泊
者
数
・観
光
消
費
額
：
「星
ふ
る
ヴ
ィレ
ッジ
TE
NG
U(
キ
ャビ
ン・
テ
ンガ
ロー
含
む
)」
、「
遊
山
四
万
十
せ
い
らん
の
里
」、
「森

の
巣
箱
」、
「葉
山
の
郷
」

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
資
源
を
生
か
し
た

魅
力
づ
くり
の
推
進

・星
空
観
察
会
や
植
物
観
察
会
の
実
施

・観
光
キ
ャン
ペ
ー
ンと
連
動
した
イベ
ント
や
体
験
プ
ログ
ラム
の
磨
き
上
げ
・

拡
充
、モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施

・お
ん
ぱ
く手
法
を活
用
した
津
野
町
体
験
キ
ャン
ペ
ー
ン「
つ
の
つ
ね
づ
ね
」の

実
施
（
R2
～
）

・E
バ
イク
整
備
（
R3
）

・プ
ラネ
タリ
ウム
を
活
用
した
宿
泊
プラ
ン造
成
（
R4
～
）

・津
野
町
観
光
振
興
計
画
の
策
定
（
H3
0）

・第
2
期
津
野
町
観
光
振
興
計
画
の
策
定
（
R4
）

[成
果
]

・四
国
カル
ス
トの
入
込
客
数

の
増
加
H3
0：
70
,2
06
人

→
R4
：
17
6,
98
9
人

→
R5
：
17
4,
93
5
人

・つ
の
つ
ね
づ
ね
体
験
プ
ログ
ラ

ム
数 R5
：
12

R6
（
夏
）
：
10

R6
（
冬
）
：
14

・四
国
カル
ス
ト広
域
連
携
推

進
協
議
会
の
設
立
（
R5
）

[課
題
]

・人
材
不
足

・閑
散
期
（
冬
季
）
対
策

・観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

・宿
泊
キ
ャパ
シ
テ
ィア
ップ

・効
果
的
な
情
報
発
信

・観
光
ガ
イド
の
育
成
とス
キ
ル

ア
ップ
・四
国
カ
ル
ス
トの
入
込
を
町

内
へ
波
及
させ
る
仕
組
み

自
然
や
歴
史
、伝
統
文
化
を
生
か
した
魅
力
づ
くり

■
津
野
町

・四
国
カル
ス
ト、
星
、四
万
十
川
源
流
点
な
ど豊
富
な
観
光
資
源
を楽
しめ
る
機
会
の

提
供

・津
野
山
古
式
神
楽
や
龍
馬
脱
藩
の
道
な
ど伝
統
文
化
や
歴
史
を体
感
で
きる
イベ
ン

トや
プ
ログ
ラム
の
開
発

・日
常
の
暮
らし
や
遊
び
、伝
承
され
て
きた
食
文
化
を
体
感
で
きる
コン
テ
ンツ
の
造
成

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
アド
バ
イザ
ー
導
入
提
案

観
光
基
盤
の
整
備

・四
国
カル
ス
トエ
リア
や
四
万
十
川
源
流
点
エリ
ア
の
観
光
施
設
等
整
備

フォ
レス
トア
ドベ
ンチ
ャー
・高
知
オ
ー
プ
ン（
R2
）

天
狗
荘
が
星
ふ
る
ヴ
ィレ
ッジ
TE
NG
U
とし
て
リニ
ュー
ア
ル
オ
ー
プン
（
R3
）

せ
い
らん
の
里
が
移
転
リニ
ュー
ア
ル
オ
ー
プ
ン（
R3
）

カル
ス
ト学
習
館
が
カル
ス
トテ
ラス
とし
て
リニ
ュー
アル
オ
ー
プ
ン（
R4
）

自
然
探
勝
区
の
整
備
（
R4
.2
～
9）
、キ
ャン
プ場
エ
リア
再
整
備
（
R4
）

安
心
・安
全
な
受
入
環
境
の
整
備

■
津
野
町

・多
言
語
パ
ンフ
レッ
トの
制
作
、決
済
環
境
の
整
備
な
どイ
ンバ
ウン
ド観
光
の
推
進

・ア
ウト
ドア
コン
テ
ンツ
の
開
発
、延
泊
等
受
入
や
宿
泊
キ
ャパ
シ
テ
ィ増
に
向
け
た
検
討

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

戦
略
的
な
情
報
発
信

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
NS
（
Fa
ce
bo
ok
、I
ns
ta
gr
am
）
等
で
の
情
報
発
信

・マ
ス
コミ
、ラ
ジ
オ
、C
M
で
の
情
報
発
信

・ト
ゥク
トゥ
ク定
期
周
遊
の
実
施

・I
ns
ta
gr
am
ハ
ッシ
ュタ
グ
キ
ャン
ペ
ー
ンや
ス
タン
プラ
リー
の
実
施

タ
ー
ゲ
ット
や
目
的
に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
と周
遊
に
つ
な
げ
る
取
り組
み

■
津
野
町

・オ
ー
プン
デ
ー
タの
活
用
、観
光
客
へ
の
ア
ンケ
ー
ト、
ヒア
リン
グ
調
査
、モ
ニタ
ー
ツア
ー

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
SN
S、
マス
コミ
を
通
じた
情
報
発
信
、ス
タン
プ
ラリ
ー
等
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
）

・広
報
支
援
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

魅
力
を
伝
え
る
人
材
の

育
成
と観
光
推
進
体
制

の
構
築

・観
光
振
興
に
お
け
る
地
域
お
こし
協
力
隊
の
導
入
（
R1
～
R3
）

・観
光
ガ
イド
研
修
会
の
実
施

・（
株
）
五
藤
光
学
研
究
所
との
包
括
連
携
協
定
締
結
（
R2
）

・地
域
活
性
化
起
業
人
の
起
用
（
R3
～
R5
）

・星
の
ソ
ム
リエ
養
成
講
座
の
実
施
（
R3
）

・四
国
カル
ス
トエ
リア
5
市
町
に
よ
る
広
域
連
携
会
議
の
実
施
（
R2
～
R4
）

・四
国
カル
ス
トエ
リア
広
域
5
市
町
に
よ
る
包
括
連
携
協
定
締
結
（
R5
.3
）

観
光
関
連
事
業
者
の
お
も
て
な
し力
の
強
化

■
津
野
町

・事
業
者
間
の
連
携
強
化
、ガ
イド
育
成
、ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
講
習
会
の
実
施

・地
域
の
特
色
を
生
か
した
料
理
メニ
ュー
の
検
討
・提
供

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

広
域
観
光
組
織
と連
携
体
制
の
強
化

■
津
野
町

・(
一
社
)奥
四
万
十
高
知
や
四
国
カル
ス
ト広
域
連
携
推
進
協
議
会
との
連
携

受
入
環
境
整
備

イ
ベ
ン
トや

プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討

提
供
開
始

町
内
施
設

の
調
査

誘
客
の
た
め
の
情
報
発
信
の
充
実

コン
テ
ン
ツ

磨
き
上
げ

観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
、ス
キ
ル
ア
ップ

近
隣
市
町
と連
携
した
広
域
で
の
取
組

ア
ウ
ト
ドア
コン
テ
ン
ツ
・簡
易
宿
泊
所
や

民
泊
事
業
の
検
討
、見
直
し

周
遊
に
つ
な
が
る
企
画
の
実
施
（
ス
タ
ン
プ
ラ

リー
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
キ
ャン
ペ
ー
ン
等
）

魅
力
的
な
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
・提
供



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
22

わ
ざ
わ
ざ
い
こう
「海
洋
堂
ホ
ビー
館
四
万
十
」を
核
とし
た
ミュ
ー
ジ
ア
ム
の
ま
ち
づ
くり

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
町
、(
株
)海
洋
堂
、(
株
)奇
想
天
外

ホ
ビ
ー
館
年
間
入
場
客
数

2.
7
万
人

（
R4
）

５
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.４
月

事
業
概
要

四
万
十
町
の
観
光
拠
点
とし
て
「海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十
」の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
を
図
る

とと
も
に
、四
万
十
川
流
域
の
豊
か
な
自
然
や
食
、伝
統
文
化
な
ど四
万
十
町
の
魅
力
あ
る

資
源
を
組
み
合
わ
せ
、周
遊
促
進
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
な
ど、
地
域
と連
携
を
強
化
し
て

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
機
能
の

強
化

・(
株
)海
洋
堂
との
連
携
に
よ
り、
廃
校
とな
った
小
学
校
を
活
用
し

「海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十
」の
整
備
（
H
22
）
、開
館
（
H
23
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・誘
導
案
内
看
板
や
第
2
駐
車
場
の
整
備
、臨
時
駐
車
場
の
設
置

（
H
24
～
26
）

・第
2
駐
車
場
内
へ
の
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
（
H
28
）

・ホ
ビ
ー
館
の
休
憩
施
設
、販

売
ス
ペ
ー
ス
等
の
拡
充
に
伴
うリ
ニ
ュー
ア
ル

（
R３
）
→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・各
種
企
画
展
の
開
催
（
H
23
～
）

・全
国
初
の
ミュ
ー
ジ
ア
ム
列
車
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
の
運
行
（
H
23
～
）

・た
に
ん
ご
や
（
ホ
ビ
ー
館
に
隣
接
し
た
地
元
住
民
に
よ
る
食
堂
）
オ
ー
プ
ン

（
H
23
）

・打
井
川
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り大
型
観
光
バ
ス
の
乗
り入
れ
が
可
能
と

な
った
（
H
27
）

・ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
を
「か
っぱ
うよ
うよ
号
」へ
リニ
ュー
ア
ル
（
H
28
）

・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
・オ
プ
シ
ョナ
ル
ツ
ア
ー
の
PR
（
H
29
）

・経
済
波
及
効
果
算
出
と今
後
の
目
標
策
定
支
援
（
R3
)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・常
勤
雇
用
者
数

Ｒ
５
：
６
人

・累
計
入
館
者
数

50
万
人
達
成
（
Ｒ
4
年
8

月
）

[課
題
]

・来
館
者
の
満
足
度
ア
ップ

の
為
の
仕
掛
け
づ
く
り

（
滞
在
時
間
の
延
長
）

・集
客
力
の
あ
る
企
画
展
・

町
周
遊
企
画
の
開
催

・さ
ら
な
る
誘
客
促
進
及
び

リピ
ー
タ
ー
の
確
保

ミュ
ー
ジ
ア
ム
機
能
の
強
化
及
び
PR
の
充
実

■
(株
)奇
想
天
外

・魅
力
あ
る
企
画
展
や
イベ
ント
等
の
開
催

・予
土
線
を
活
用
した
集
客
と
PR

・オ
リジ
ナ
ル
キ
ャラ
クタ
ー
（
うま
の
す
け
っぴ
等
）
を活
用
した
広
報

・オ
リジ
ナ
ル
土
産
物
商
品
開
発
・販
売
、広
報
・営
業
活
動

・S
NS
等
を通
じた
情
報
発
信
の
強
化

・食
事
提
供
シ
ス
テ
ム
の
検
討
・導
入
（
た
に
ん
ご
や
の
活
用
な
ど）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

関
係
機
関
と
連
携
し

た
集
客
力
の
向
上

・「
海
洋
堂
か
っぱ
館
」の
オ
ー
プ
ン
（
H
24
）

・ホ
ビ
ー
館
とか
っぱ
館
の
連
携
し
た
企
画
展
の
開
催
（
H
24
～
）

・「
海
洋
堂
Sp
ac
e
Fa
ct
or
y
な
ん
こ
く」
と連

携
し
た
企
画
展
の
開
催

（
R4
～
）

関
係
機
関
と連
携
した
集
客
力
の
向
上

■
(株
)奇
想
天
外

・滞
在
時
間
の
延
長
を
促
す
仕
組
み
づ
くり

・南
国
市
等
との
周
遊
企
画
の
展
開

・地
域
等
との
連
携
（
観
光
協
会
、(
一
社
)奥
四
万
十
高
知
、大
正
地
域
観
光
推

進
協
議
会
等
）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

地
域
と連
携
した
食
事
の
検
討
・提
供

企
画
展
の
開
催

オ
リジ
ナ
ル

商
品
の
開
発

オ
リジ
ナ
ル
キ
ャラ
ク
タ
ー

を
活
用
した
広
報
・営
業

連
携
企
画
及
び
周
遊
プ
ラ
ン
の
検
討
・提
供

南
国
市
や
地
域
との
連
携
強
化



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
23

～
しま
ん
とが
わ
の
ま
ん
な
か
～
四
万
十
町
観
光
交
流
促
進
事
業

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会
等

施
設
等
利
用
者
数
※

78
.3
万
人

（
R4
）

82
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
3.
4
月

※
町
内
宿
泊
施
設
及
び
主
要
観
光
施
設
の
利
用
者
数

事
業
概
要

四
万
十
町
の
山
・川
・海
の
豊
か
な
地
域
資
源
が
つ
くり
あ
げ
た
景
観
や
歴
史
、文

化
等
に

磨
き
を
か
け
る
とと
も
に
、も
の
づ
くり
や
食
を
中
心
とし
た
ま
ち
づ
くり
を
進
め
る
こと
で
、四

万
十

町
流
域
で
の
滞
在
型
観
光
を
推
進
す
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

受
入
態
勢
の
充
実
・整

備
・ヤ
イ
ロ
チ
ョウ
ネ
イ
チ
ャー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
H
26
）

・打
井
川
バ
イ
パ
ス
開
通
（
H
27
）
ホ
ビ
ー
館
へ
の
大
型
バ
ス
通
行
可

・「
20
16
奥
四
万
十
博
」関
連
イ
ベ
ン
ト
/体
験
プ
ロ
グ
ラム
造
成

（
H
28
）

・自
然
体
験
型
観
光
キ
ャン
ペ
ー
ン
関
連
町
内
施
設
整
備
や
体
験
プ
ロ

グ
ラム
の
造
成
（
H
29
～
）

・新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
｢奥
四
万
十
じ
も
旅
キ
ャン
ペ
ー
ン
」

開
催
（
R2
）

・総
務
省
「地
域
活
性
化
企
業
人
」制
度
を
活
用
し
た
観
光
メ
ニ
ュー
の

造
成
（
R3
～
5）

・総
務
省
「地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
導
入
に
よ
る
観
光
施
設
の

磨
き
上
げ
（
R4
～
）

[成
果
]

施
設
等
利
用
者
数

R５
：
77
.4
万
人

[課
題
]

・観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

及
び
滞
在
時
間
の
延
長

・周
遊
ル
ー
ト
の
造
成
と情

報
発
信
の
強
化

観
光
ガ
イ
ド
の
充
実
、周
遊
ル
ー
ト
の
造
成

■
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会

・草
花
ガ
イド
の
育
成
、植
物
観
察
ツア
ー
の
企
画

・民
泊
の
受
入
検
討
、イ
ンバ
ウン
ド環
境
の
整
備

・四
万
十
川
流
域
で
の
文
化
、景
観
、食
、も
の
づ
くり
を
生
か
した
周
遊
ル
ー
トの
作
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

観
光
資
源
の
造
成
・磨

き
上
げ

・四
万
十
南
予
横
断
ツ
ー
リバ
ー
ビ
ュー
ライ
ド
の
開
催
（
H
24
～
）

・四
万
十
川
ジ
ップ
ライ
ン
の
オ
ー
プ
ン
（
R2
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ホ
ビ
ー
館
の
リニ
ュー
ア
ル
（
R3
）
→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・三
島
キ
ャン
プ
場
の
リニ
ュー
ア
ル
（
R5
）

→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・四
万
十
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
場
ウ
ェル
花
夢
グ
ラン
ピ
ン
グ
の
整
備
（
R5
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ふ
る
さと
交
流
セ
ン
ター
整
備
計
画
基
本
構
想
策
定
（
R6
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

観
光
資
源
の
造
成
・磨
き
上
げ

■
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会

・町
有
観
光
関
連
施
設
の
整
備
・磨
き
上
げ
、自
然
や
文
化
、食
を生
か
した
体
験
プロ

グ
ラム
の
造
成
・磨
き
上
げ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

情
報
発
信
力
の
強
化

・「
20
16
奥
四
万
十
博
」H
Ｐ
へ
の
情
報
掲
載
（
H
28
）

・町
内
主
要
施
設
5
箇
所
へ
の
看
板
設
置
（
H
28
）

・窪
川
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
コー
ス
へ
の
看
板
設
置
（
H
30
）

・四
万
十
町
公
式
SN
S
（
In
st
gr
am
、
LI
N
E@

な
ど
）
の
開
設

（
R2
)

・四
万
十
町
観
光
協
会
H
P
改
修
(R
3)

情
報
発
信
力
の
強
化

■
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会

・道
の
駅
等
拠
点
との
連
携
や
SN
S
等
を活
用
した
効
果
的
な
情
報
発
信

・「
花
とみ
どり
の
まち
づ
くり
」に
よ
る
PR

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
との
橋
渡
し

草
花
ガ
イ
ド
育
成
、ツ
ア
ー
開
催

周
遊
ル
ー
ト
の
造
成

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
・磨
き
上
げ

四
季
折
々
の
旬
な
情
報
発
信



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
24

四
万
十
町
観
光
交
流
拠
点
施
設
の
整
備

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
町

道
の
駅
集
客
数
※

40
.5
万
人

（
R4
）

49
.7
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

※
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川
、道
の
駅
四
万
十
大
正
、道
の
駅
四
万
十
とお
わ

事
業
概
要

高
速
道
路
の
延
伸
を見
据
え
、窪
川
中
央
イン
ター
か
ら窪
川
地
区
、大
正
地
区
、十
和
地
区

へ
の
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど人
の
流
れ
を
つ
くる
た
め
、花
な
どを
テ
ー
マ
とし
た
全
町
的
な
展
開
で
、

事
業
・拠
点
施
設
整
備
を
実
施
す
る
こと
に
よ
り、
新
た
な
観
光
客
等
を
含
め
町
内
で
の
滞
留
・滞

在
を推
進
す
る
。ま
た
、町
内
へ
の
周
遊
促
進
に
よ
る
商
工
・観
光
事
業
者
の
所
得
向
上
と地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

受
入
体
制
の
充
実
・整

備
・奥
四
万
十
博
関
連
イ
ベ
ン
ト
/体
験
プ
ロ
グ
ラム
造
成
（
継
続
）

・大
正
・十
和
ま
ち
づ
くり
推
進
協
議
会
に
お
け
る
植
栽
活
動
（
継
続
）

・自
然
体
験
型
観
光
キ
ャン
ペ
ー
ン
関
連
町
内
施
設
整
備
や
体
験
プ
ロ

グ
ラム
の
造
成
（
H
29
～
）

・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
事
業
（
H
30
～
）

・花
とみ
どり
の
ま
ち
づ
くり
推
進
事
業
（
R5
～
）

[成
果
]

・基
本
計
画
及
び
基
本
設

計
の
策
定

[課
題
]

・魅
力
的
な
拠
点
施
設
の

整
備

・効
果
的
な
運
営
体
制
の

構
築

・観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、

町
内
全
体
へ
の
周
遊
促
進

及
び
滞
在
時
間
延
長
に
よ

る
地
域
経
済
へ
の
波
及

受
入
体
制
の
充
実
・整
備

■
四
万
十
町

・観
光
交
流
拠
点
の
活
用
・運
営
等
に
関
す
る
関
係
団
体
等
との
協
議
・連
携

・町
内
各
地
の
花
を
テ
ー
マ
とし
た
施
設
の
整
備
や
既
存
の
取
り組
み
の
磨
き
上
げ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・受
入
体
制
充
実
の
た
め
の
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を提
案
、各
種
支
援

制
度
の
情
報
提
供

観
光
交
流
拠
点
施
設
の

整
備

・観
光
拠
点
施
設
等
整
備
事
業
（
継
続
）

・こ
い
の
ぼ
り公
園
再
生
整
備
事
業
（
R
元
）

・四
万
十
川
ア
ド
ベ
ン
チ
ャー
パ
ー
ク整
備
事
業
（
R
元
～
）

(ジ
ップ
ラ
イ
ン
)

・基
本
構
想
策
定
に
向
け
た
実
行
可
能
性
調
査
の
実
施
（
R2
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
の
策
定
（
R4
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・住
民
説
明
会
の
開
催
及
び
意
見
公
募
の
実
施
（
R5
）

・基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
の
再
策
定
（
R6
）

実
施
設
計
の
策
定

■
四
万
十
町

・意
見
公
募
の
結
果
を
反
映
した
計
画
等
の
見
直
し、
拠
点
施
設
の
実
施
設
計
策
定

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
との
連
携
・調
整
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

施
設
整
備

■
四
万
十
町

・施
設
整
備
及
び
運
営
開
始

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

周
遊
、
滞
留
・滞
在
型

観
光
の
推
進

・奥
四
万
十
観
光
磨
き
上
げ
事
業
の
実
施
（
継
続
）

・幕
末
維
新
博
連
携
事
業
の
実
施
（
H
29
～
30
）

・自
然
体
験
型
観
光
キ
ャン
ペ
ー
ン
関
連
事
業
の
実
施
（
R
元
～
）

・町
内
各
事
業
所
と連
携
し
た
町
内
周
遊
企
画
の
実
施
（
R
元
～
）

・観
光
列
車
活
用
事
業
（
R
元
～
）

・観
光
博
覧
会
「牧
野
博
士
の
新
休
日
」関
連
事
業
の
実
施
（
R4
～
）

情
報
発
信
力
の
強
化

■
四
万
十
町

・道
の
駅
等
拠
点
との
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、町
内
周
遊
観
光
促
進
事
業
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・周
遊
促
進
・長
期
滞
在
型
観
光
の
推
進
に
か
か
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

関
係
団
体
等
との

協
議

実
施

設
計

施
設
整
備
及
び

運
営

情
報
発
信
、観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

町
内
の
既
存
施
設
や
取
り組
み
の
磨
き
上
げ

施
設
を
活
用
し
た

取
り組
み

計
画

見
直
し

周
遊
観
光
の
取
り組
み


